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感音系難聴に対するしーブスパラギン酸塩とビタミンB1の併用療法に関する
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河本和友,,巧坂知節,荒井英爾,波辺キ志,仇際靴子,商橋忍
耳ι11臨床. V01.57, PP.416-422,1964
ι;"矣恕、に対する DiS叩hr01仙用経験
气好保,渡利千果,吉野*雛,渡辺孝志,闘坂知節
耳喉. V01.37, NO.12, PP.1227-1230,1965
所謂耳介腔骨導の伝音機能とその肌床的意笈に就いて
高倉稔,鈴木知水,商坂知節,湯浅 1示
Π耳ι゛. V01.70, NO.6, PP.6-30,1967
Auditory receptor organ of Teptiles, birds and mammals
Catherine A smith, Tomonori Takasaka
Contribution to sensory physi010gy (ed. Ne丘 WD). V01.5, PP.129-178,
1971
Fine strudure ofthe infilatrative ceⅡS in the ]amina propria ofthe human nasal
mucosa in aⅡergy
Tomonori Takasaka
Tohoku J. EXP. Med. V01.105, PP.281-299,1971
The fine structure and innervation of the pigeon's basi]ar papil]a
TomonoriTakasaka, catherine A smi血
J ultrastruct Res. V01.35, PP.20-65,1971
アレルギー鼻粘膜上皮層の確子顕徴鏡的観察
商坂知節,矢尾板範、r,河水和友
耳ι;1-1顎床. V01.65, NO.8, PP.999-1016,1972
Human mast ceⅡS in the aⅡergic nasa】 mucosa
Tomonori Takasaka, Yonosuke ueno
Tohoku J. EXP. Med. V01.110, PP.247-261,1973
内耳液循環に関する交する実験的研究
河本和友伊勢郁火,高坂知節,柿崎一郎,金・f"tk_、ι,
内耳牛化学. V01.4, PP.フフーフ9,1973
ι;1,アレルギーに対する「りノビン」の仙用経験
,瑪坂知節,矢尾板範子,上野゛昜之助,佐藤良樹,小野寺亮
耳ι;1W'床. V01.67, NO.1, PP.81-87,1974
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鼻 粘 膜 毛 細 血 管 の 微 細 枇 造 と そ の 透 過 竹
, 瑪 坂 知 節 , 田 中 兇 彦
叫 ι ゛ .  V 0 1 . 2 0 ,  P P . 2 2 1 - 2 3 3 , 1 9 7 4
い わ ゆ る 壊 担 竹 ' 1 、 炎  1 症 例 の 側 頭 骨 所 見
綿 貫 * _ ' , 河 人 和 友 , 村 j 崎 一 郎 , 商 坂 知 節 , Ⅱ _ 1 崎 義 春 , 1 小 泙 卓 二
耳 鼻 .  V 0 1 . 2 1 ,  P P . 6 0 1 - 6 1 0 , 1 9 7 5
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佐 野 ゆ き f , 品 坂 知 節 , 河 本 利 友
耳 喉 .  V 0 1 . 4 8 ,  N O . 1 2 ,  P P . 9 8 7 - 9 9 1 , 1 9 7 6
Π 蓋 扇 桃 . ア デ ノ イ ド の 肥 大 に よ り う っ Ⅲ ψ ■ 心 不 全 を き た し た 3 例
小 林 俊 光 , 沖 泙 卓 二 , 高 坂 知 節 , 佐 藤 哲 雄
耳 喉 .  V 0 1 . 4 8 ,  N O . 1 2 ,  P P . 9 5 7 - 9 6 4 , 1 9 7 6
東 北 大 式 頬 部 肺 脹 計 の 試 竹
河 本 和 友 , 高 坂 知 節 , 湯 浅 涼 , 和 川 淳
耳 鼻 臨 床  V 0 1 . 6 9  P P . 9 8 9 - 9 9 5  1 9 7 6
U l t r a s t r u c t u r a l  s t u d i e s  o f  t h e  i n f i l t r a t i v e  c e 1 1 S  i n  t h e  a 1 1 e r g i c  h u m a n  n a s a l
n ] u c o s a
T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  M a s a h i r o  s a t o ,  K a z u t o m o  K a w a m o t o
I n f e c t i o n  a n d  A Ⅱ e r g y  o f t h e  N o s e  a n d  p a r a n a s a l s i n u s e s .  e d .  T a k a h a s h i  R
P P . 8 5 - 8 8 , 1 9 7 6
券 副 鼻 腔 朴 膜 病 態 の 電 子 顕 徴 鏡 的 研 究
, 高 坂 知 節 , 小 野 寺 亮 , 佐 藤 良 樹
耳 ι ; 1 .  V 0 1 . 2 3 ,  N O . 5 , 1 9 7 フ
頭 頸 部 腫 甥 術 後 感 染 に 対 す る D K B の 使 用 経 験 特 に 他 抗 小 剤 と の 併 用 に つ い て
小 野 寺 亮 , 倍 i 坂 知 節 , 河 本 利 友
耳 ι ゛ 臨 床 .  V 0 1 . 7 0 ,  N O . 3 ,  P P . 2 4 0 - 2 4 7 , 1 9 7 フ
● 毛 細 胞 ・ 繊 毛 細 胞 の 病 態 牛 理 と く に 臨 床 症 状 へ の 結 び つ け
鈴 木 淳 一 , 田 中 徹 , 中 井 義 例 , 原 Ⅲ 康 火 , 石 井 哲 夫 , 川 端 五 十 鈴 , 商 坂
知 節 , 人 山 勝
耳 ' , 、 .  V 0 1 . 2 3 ,  P P . 5 6 3 - 5 8 6 , 1 9 7 フ
V e n t Ⅱ a t i o n  B r o n c h o s c o p e  に よ り 摘 1 " し た 気 道 異 物 1 0 0 症 例 の 紕 計 的 観 察
四 條 茂 , 富 岡 亨 子 , 1 巧 坂 知 節 , 河 本 和 友
気 食 .  V 0 1 . 2 8 ,  P P . 2 1 1 ・ ・ 2 1 6 , 1 9 7 フ
鼻 ア レ ル ギ ー の 診 断 と 治 療 力 針 の 泱 定
鳥 坂 知 節
耳 ι 1 即 卿 侯 科 診 療  2  貞 の 秘 訣 , 金 原 出 版 .  P P . 1 9 2 - 1 9 3 , 1 9 7 フ
1 2
1 3
N
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
2 ]
2 0
22 連統切片法による聴器感覚細胞神経終末様式に関する研究
商坂知節,田中克彦,河本和友
HVEM rep0此S of Tohoku univ. V01.1, PP.1]-16,1978
内耳液循環に関する"r顕微鏡的何1究
高坂知節
リンパ学. VO].1, PP.28-36,1978
術後忰士.顎党胞の屯子顕微鏡学的観祭
小野寺亮,佐藤雅弘,商坂知節
日耳鼻. V01.81, PP.918-925,1978
長棚闇介在せる空気銃弾異物症例
粟田口敏・・・,神林湘・,商坂知節,河本和友,膝(隆逸
耳喉. V01.50, PP.999-1002,1978
向側上顎癌(重複掘)症例の肌床的観察
勗坂知節,佐久1削真弓,伊滕和也,河本利友
日耳鼻. VO].81, PP325-332,1978
Frontal and ethmoidal mucocele
Tomonori Takasaka, Akira onodera, Masahiro sato, Yasuo Kaku,
Kazutomo Kawamoto
J otolaryngol soc Australia. V01.180, NO.4, PP331-334,1979
Foreign bodies in the tracheobronchialtree, a review of 110 cases
Shigeru saijo, sachilく0 Tomioka, Tomonori Takasaka, Kazutomo
Kawamoto
Archives oto Rhino Laryng01. V01,225, PP.1-フ,1979
内耳局所免疫反1心の電捌1病理学的研究第一峨
新川秀一,柴原笈博,佐滕良樹,角安雄,商坂知節
内耳生皿学. V01.10, PP.36-38,1979
女(道・食道の品1物
河本利友,島坂知節
小児外科. V01.11,1979
百万ポルト電子顕微鏡の牛物試料への允、用 D 内耳有毛刷Ⅲ蚫の観察
商坂知節,佐藤雅弘,郭安雄,田中克彦
耳鼻臨床. V01.72, PP.679-688,1979
我教室6年間の耳鼻咽喉・頭頸割←気管食道疾恕、の年度別挑移
荒川栄・,高坂知節
耳ι11. V01.25, PP.143-145,1979
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妓 室 成 形 術 の 遠 隔 成 穎
伊 勢 郁 夫 , 橋 人 省 , 富 岡 平  f , ダ 訂 炊 良 樹 , 新 川 秀 ・ ・ ' , 綿 f { 幸 三 , , 島 坂 知 節
耳 鼻 .  V 0 1 . 2 5 ,  P P . 1 5 9 - 1 6 7 , 1 9 7 9
入 院 を 必 要 と し た 鼻 出 血 患 者 の 統 計 ' 的 観 察
新 川 秀 一 ・ ' , 綿 賀 幸 三 , 伊 勢 郁 夫 , 佐 峠 良 樹 , 富 岡 幸 子 , 橋 本 省 , 高 坂 知 節
目 ' 革 .  V 0 1 . 2 5 ,  P P . 1 8 1 - 1 8 6 , 1 9 7 9
町 科 に お け る し : 1 ブ レ ル ギ ー 外 来 の 現 状 と コ ン ビ ュ ー タ ー の 允 、 用 に よ る 治 療 成 歉
の 検 討
郭 安 雄 , 伊 際 和 也 , 西 條 茂 , U 訂 臻 雅 弘 , 斬 川 秀 一 , 柴 原 筬 博 , 商 坂 知 節
耳 鼻 .  V 0 1 . 2 5 ,  P P . 1 8 7 - 1 9 7 , 1 9 7 9
最 近 の 慢 性 副 鼻 腔 炎 の 臨 床 的 超 微 細 構 造 学 的 特 徴
問 坂 知 節 , 佐 際 雅 弘 , 西 條 茂 , 郭 安 雄 , 柴 原 義 博
耳 ι 〒 .  V 0 1 . 2 5 ,  P P . 1 9 9 - 2 0 4 , 1 9 7 9
術 後 件 _ に 顎 艇 胞 の 臨 床 的 辻 び に 確 顕 病 N 学 的 ぢ 祭
佐 藤 雅 弘 , 小 野 寺 亮 , 西 條 茂 , 郭 安 雄 , 柴 原 義 陣 , 商 坂 知 節
耳 鼻 .  V 0 1 . 2 5 ,  P P . 2 0 5 - 2 1 8 , 1 9 7 9
上 顎 掘 Ⅱ 6 症 例 の 遠 隔 成 織 ・ 牛 " こ 5 F U  単 独 及 び B u d R ・ 5 F U 泥 介 動 注 3  者
併 用 療 法 の 比 粒 検 討
高 坂 知 節 , 西 條 茂 , 郭 安 雄 , 佐 修 雅 弘 , 柴 原 義 愽
耳 ι : 1 .  V 0 1 , 2 5 ,  P P . 2 3 5 - 2 4 6 , 1 9 7 9
上 咽 頭 A d e n o i d  c y d i c  c a r d n o m a  別 示 例
新 H ' レ F ・ 三 , 伊 勢 郁 夫 , 新 川 秀 一 , 富 岡 幸 子 , 橋 人 省 , 問 坂 知 節
耳 鼻 .  V 0 1 . 2 5 ,  P P . 2 6 5 - 2 7 0 , 1 9 7 9
最 近 の 当 科 に お け る 鼻 咽 喉 繊 維 1 匝 5 症 例
綿 貫 幸 三 , 伊 勢 郁 夫 , 佐 滕 良 樹 , 新 川 秀 ・ ・ ・ ' , 富 1 剛 幸 ・ f , 橋 本 省 , i 瑪 坂 知 節
耳 ι 1 1 .  V 0 1 . 2 5 ,  P P . 2 7 1 - 2 7 5 , 1 9 7 9
最 近 の 7 午 間 で 町 科 で 治 療 し た 日 咽 顕 恕 子 朗 平 揚 症 例
綿 貫 幸 三 , 伊 勢 郁 夫 , 佐 藤 良 樹 , 新 川 秀 一 , 富 岡 幸 f , 橋 本 省 , 荒 川 栄
, 闘 坂 知 節
耳 ι 翠 .  V 0 1 . 2 5 ,  P P . 2 7 フ - 2 8 3 , 1 9 7 9
Π 茶 婦 桃 摘 出 の 遠 隔 成 織 新 教 室 6 仟 、 間 の 遠 隔 成 織
柴 原 義 博 , 佐 藤 雅 弘 , 郭 安 雄 , 西 條 茂 , 綿 t や き 二 三 , 商 坂 知 節
耳 4 、 .  V 0 1 . 2 5 ,  P P . 2 8 5 - 2 9 1 , 1 9 7 9
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心 口編婦桃・アデノイドの肥大によりう扇摘適1心に対する小児科迭の愆兒
つ血性心不令をきたした症例に関迎して
柴原義愽,仏抗剰隹弘,郭安雄,西條茂,新H!{幸三,1島坂知節
耳鼻. V01.25, PP.293-296,1979
当教室における入院恕、者の喉頭ポリープ,その臨床紕d'的観察
谷Ⅱ岡幸子,綿貫平一1,伊勢郁夫,佐飲良樹,新川秀・ー,荒川栄',橋本
省,高坂知節
耳鼻. V01.25, PP.297-304,1979
わが教室食道凪物症例の統計的観察
四條茂,郭安雄,佐滕雜弘,柴原義博,高坂知節
耳鼻. V01.25, PP.313-317,1979
気道異物症例の統計的観察
西條戊,郭安緋,仏1泰雅弘,柴原義博,1巧坂知節
叫'ι゛、. V01.25, PP.319-322,1979
当科における過去7年岡の剖検例
新H,t幸',伊勢郁夫,佐藤良樹,新川秀・广副削平・f,橋本省,商坂知節
耳ι;1. V0125, PP329-339,1979
日本の4阿矣患の現状と将来一我教室過厶3部村剖における鼻削鼻腔疾恕、の変邉
高坂知節,郭安緋,河本和友
耳ⅡC. V01.22, PP.447-450,1979
Atypica] ci】ia of the human nasal mucosa
Tomonori Takasaka, Masahiro sato, Akira onodera
Ann otol Rhinol Laryng01. V01.89, PP37-45,1980
超高止確子顕微鏡による内耳の観察
商坂知節
PCEM. V013, PP.17-26,1980
超音波沈汀,器の耽琳引こ及ぼす影糾について
,窃坂知節,曾根敏夫人111健二,湯浅涼,佐藤良樹,釡・f1111_1▼1,.,
臨床耳科. VO].フ, PP.206-207,1980
耳卜腺結核の3症例
小林俊光,商坂知節,粟Ⅷ口敏・,河本利友,若狭加奈・f
耳Π侯. V01.52, PP.599-604,1980
百ガポルド"子顕徹鏡下の内耳微細桝造について
商坂知節
第18回口耳砕総会噛'河1倫ル航モノグラフ,1980
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内 耳 局 所 免 疫 反 応 の 遊 顕 病 理 学 的 研 究
新 川 秀 ・ ' , 佐 藤 雅 弘 , 郭 安 雄 , 柴 原 義 博 , 商 坂 知 節 , 河 人 和 友
リ ン パ 学 .  V 0 1 . 3 ,  P P . 1 - フ , 1 9 8 0
リ ビ オ ド ー ル ウ ル ト ラ フ ル イ ド に よ る 排 紲 機 能 検 査 の 検 討
佐 藤 雅 弘 , 柴 原 義 愽 , 商 坂 知 節 , 河 本 和 友 , 小 野 寺 亮
耳 展 .  V 0 1 . 2 3 ,  P P . 4 5 3 - 4 5 5 , 1 9 8 0
先 犬 性 側 頸 光 胞 Ⅱ 例
翁 H す 幸 三 , 凹 i 坂 知 節 , 草 刈 沸 1 , 古 和 山 勲 , 伊 藤 和 也 , 西 條 茂 , 佐 藤
雅 型 、 , 神 林 湘 ・ , 飯 野 ゆ き 子 , 郭 安 雄 , 新 川 秀 一 ' , 柴 原 義 博 , 富 岡 幸 f ,
佐 久 岡 真 弓 , 六 知 証 f 暁 , 粟 田 Π 敏 一 , 二 ξ 好 彰 , 抗 川 栄 一 , 大 1 _ Ⅱ 健 二 , 花
島 隆 敏 , 河 本 利 友
耳 鼻 臨 床 .  V 0 1 . 7 4 ,  P P . 1 7 4 9 - 1 7 5 9 , 1 9 8 0
酉 ガ ポ ル ド 電 ・ f 顕 微 鏡 に よ る 内 耳 感 党 細 胞 の 観 察
商 坂 知 節 , 河 本 和 友
H V E M  R e p o r t s  o f  T o h o k u  u n i v e r s i t y .  V 0 1 . 2 ,  P P 1 7 - 2 4 , 1 9 8 0
超 局 1 上 確 了 顕 微 鏡 に よ る 聴 器 の 枇 造
商 坂 知 節
神 経 研 究 の 進 歩 .  V O ] . 2 5 ,  N O . 4 , 1 9 8 1
抗 ア レ ル ギ ー 剤 T r a x a n o x  ( Y - 1 2 1 4 1 ) の 鼻 ア レ ル ギ ー に 対 す る 臨 床 的 検 討
( 第  2  ~  3  報 )
高 坂 知 節 , 新 川 秀
耳 鼻 展 .  V 0 1 . 2 4 ,  N O . 補  4 ,  P P 3 9 7 - 4 5 7 , 1 9 8 1
手 袮 珀 勺 療 法 一 屯 拡 リ 丙 理 ツ 泊 勺 立 場 一
商 坂 知 節 , 小 野 寺 亮 , 仇 喋 , 角 安 緋 , 新 川 秀 一 '
耳 鼻 .  V 0 1 . 2 7 ,  N O . 補  2 , 1 9 8 1
鼻 前 庭 炎 胞 4 例
綿 1 や 芥 三 , 高 坂 知 節 , 草 刈 潤 , 占 和 田 勲 , 伊 際 和 也 , 西 條 茂 , 飯 野
ゆ き 子 , 神 林 潤 一 , 郭 安 雄 , 新 川 秀 一 , 佐 久 冏 真 弓 , 柴 原 義 博 , 六 郷 仟
暁 , 富 岡 幸 子 , 三 好 彰 , 粟 川 口 敏 ・ , 荒 川 栄 一 , 河 本 和 友
Π 耳 鼻 一  V 0 1 . 8 4 ,  P P . 7 2 1 - 7 3 0 , 1 9 8 1
I F , ・ 卞 頸 部 畿 胞 1 2 例
新 Ⅱ 弐 平 二 t , 商 坂 知 節 , 草 刈 潤 , 古 和 Ⅷ 勲 , 伊 藤 和 也 , 佐 藤 雅 弘 , 飯 野
ゆ き 了 ・ , 郛 安 雄 , 小 林 俊 光 , 六 郷 I F 暁 , 柴 原 義 博 , _ ' 好 彰 , 抗 川 栄 一 ,
粟 田 口 敏 一 , 橋 本 省 , 河 本 利 友
耳 喉 .  V 0 1 . 5 3 ,  P P . 1 6 7 - 1 7 2 , 1 9 8 1
5 5
5 6
5 7
5 8
5 9
6 0
6 1
6 2
63 巨大な口腔底皮様ないし類皮様艇胞3例
綿貫*_三,i瑚坂知節,占和田勲,佐藤雅弘,飯野ゆき、r,新川秀一,
柴原義博,富岡幸f,粟川口敏・ー,河本和友,小野寺亮,小林信
耳喉. V01.53, PP.253-258,19雛
鼻副鼻腔粘膜の微小循環 SEMによるCORROSIONCASTSの観察一
(第286回東北医学会例会より)
高坂知節,郭安雄,新川秀・ー,柴原義博,橋本省,朴沢孝治
束北医而志. V01.94, PP32-46,1981
百ノjポルト屯f顕微鏡下の内耳微細構造について
高坂知節
東北医学, VO].95, PP.36-39,1982
抗アレルギー剤の鼻アレルギー薬効検定に及ぼす心身医学的円fの影料
Trasanox (Y-12141)の二市盲検テストから
商坂知節
心身医学. V01.22,1982
X-P 及びCTscan上lb陵的特異な所見を塁した品1伊μ控光胞の2症例
'好彰,高坂知節,上野陽と助
耳鼻展. V01.25, PP.145-148,1982
耳鼻咽喉科領域のCTscan検査法第2帳耳卜1保腫揚の診断
草刈潤,遠藤里見,原晃,花島隆敏,橋本省,大Ⅱ_1健_ニ,粟Ⅲ口
敏,,荒川栄一','好彰,六郷正暁,柴原義博,佐久間真弓,富岡平・f,
新川秀一,小林俊光,角安雄,伊藤善哉,古和田熱,綿貫幸三,高坂
知節,河本和友,小野寺亮,中谷俊彦
耳昇眉§床. VO].75, PP.357-360,1982
超音波振動刺激に対する鯛牛脳幹反応
人山健二,草刈潤,高坂知節,河本利友,湯浅涼
Audi010gy Japan. VO].25, PP.79-83,1982
先犬件耳瘻孑口町列
綿貫幸三,「瑚坂知節,草刈潤,古利山勲,伊藤和也,西條茂,佐献
,雅弘,飯野ゆき子,郭安雄,小林俊光,新川秀・,佐久問真弓,柴原義
博,六郷lf暁,富1岡*・f,三好彰,粟田口敏・,荒川米一,橋本価,
大山健二,原晃,遠駄里見,花島隆敏,河本和友
Π耳鼻. V01.81, PP.1-10,1982
メニエール病の反復性めまいに対する免疫ブレルギー学的老察
朴沢二郎,斉藤久樹,鈴木史人,鎌田重鄭,袴Ⅲ勝,笠原正明,局人明
・f,石田孝,中村清紳,永井政男,盛庸,石川幌,木村訓子,福岡
敬_ニ,山上美情子,河本和友,商坂知節,佐藤雅弘,新川秀一,柴原義博
耳41.憐'床. V01.75, PP.1210-1217,1982
64
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66
67
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粘 膜 繊 毛 汀 十 化 ( m u c o C Ⅱ i a Y y c l e a r a n c e ) , そ の 機 能 , 形 態 そ し て 病 態
高 坂 知 節
耳 喉 .  V 0 1 . 5 4 ,  P P . 6 6 3 - 6 7 4 , 1 9 8 2
電 子 顕 微 鏡 レ ベ ル で の 鼻 科 学 一 微 小 循 環 系 へ の 応 用
商 坂 知 節 , 佐 j 係 雅 弘 , 郭 安 雄 , 斬 川 秀 ・ , 柴 原 義 博 , 橋 本 名 , 朴 沢 孝
治 , 河 本 和 友
耳 展 .  V 0 1 . 2 5 ,  P P . 4 7 9 - 4 9 0 , 1 9 8 2
五 N 副 鼻 Ⅲ 畔 削 奥 の 微 小 循 環 一 S E M  に よ る  C o r r o s i o n c a s t  の 観 察 一
商 坂 知 節 , 部 安 雄 , 新 川 秀 ・ , 柴 原 義 即 , 橋 本 省 , 朴 沢 孝 治
東 北 り ミ 誌 .  V 0 1 . 9 4 ,  P P . 3 2 - 4 6 , 1 9 8 2
ι 革 腔 血 管 腫  5 , , 貢 f 列
本 田 光 子 , 谷 Π 和 彦 , 遠 藤 甲 兒 , 橘 本 省 , 抗 川 栄 ・ , 佐 久 冏 真 弓 , 六 郷
1 印 尭 , 古 和 H 1  慰 , 綿 r { セ ・ 三 , , 瑪 坂 知 節 , 河 人 和 友 , 符 皿 i イ 巾 i 下
耳 鼻 .  V 0 1 . 2 8 ,  P P . 5 7 5 - 5 8 1 , 1 9 8 2
喉 頭 艇 胞 H 例
綿 貫 幸 三 , 高 坂 知 節 , 草 刈 湘 , 酋 利 別 勲 , 西 條 茂 , 小 林 俊 光 , 新 川
秀 ・ , 鈑 野 ゆ き  f , 六 郷 I U 幌 , 柴 原 義 博 广 富 岡 幸 子 , 佐 久 冏 真 弓 , 粟 Ⅲ Π
敏 一 , 二 好 彰 , 荒 川 栄 ' , 橋 本 名 , 大 山 健 二 之 , 原 晃 , 沖 沖 中 二 ,
郭 安 雄
Π 耳 4 、 .  V 0 1 . 8 5 ,  P P . 7 6 7 ー フ フ フ , 1 9 8 2
気 管 功 開 術 お よ び 気 管 形 成 術
河 本 和 友 , 高 坂 知 節
現 代 外 科 手 術 学 大 系 6  巻 , 頸 部 の 千 ・ 術 , 中 U _ 1 i ! 1 店 .  P P . 1 4 1 - 1 6 5 , 1 9 8 2
慢 枇 鼻 炎
商 坂 知 節
1 9 8 2  今 日 の 治 療 ノ j 1 1 , 氏 学 1 } 院 .  P P . 7 4 8 , 1 9 8 2
急 判 1 4 1 炎
1 瑚 坂 知 節
医 科 学 人 * 典 . .  V 0 1 . Ⅱ ,  P . 4 2 , 部 覇 炎 社 , 1 9 8 2
血 管 運 動 性 鼻 炎
商 坂 知 節
医 科 ¥ 大 * . 典 .  V O ] . 1 3 ,  P . 1 5 3 , 誥 談 社 , 1 9 8 2
臭 鼻 症
商 坂 知 節
張 1 斗 , 学 大 * 典 .  V 0 1 . 2 1 ,  P . 8 0 , i 筈 淡 社 , 1 9 8 2
7 3
7 4
7 5
7 6
フ フ
7 8
7 9
8 0
8 1
82 前41炎
商坂知節
氏科学大事典. V01.29, P.94,講談社,19認
内耳の電f顕微鏡像
1噺坂知節
氏科学人*典. V01.35, PP.138-153,1982
鼻アレルギー
1拓坂匁1節
氏科学人*:典. V01.38, PP.220-222,講i炎社,1982
83
84
85 '1茸
「高坂知節
嘆_科学火*典. V01.38, P.224,i1命炎社,1982
肥厚性'1炎
問坂知節
医科学大*:典. VO].39, P.149,11'炎社,1982
鼻せつ
高坂知節
医科学大事典. V01.39, P.209,'佐談社,1982
慢竹'革炎
商坂知節
氏科学大事典. V01.45, P.157,講談社,1982
桜性副ι;1腔炎
商坂知節
医科学人事典. V01.妬, PP.157-158,誠談社,1982
The significance of keratinization in the mechanism of bone destruction in
Ch61esteatoma
Ryo Yuasa, Yutaka Kaneko, Tomonori Takasaka, Yukilく0 lino, sachiko
Tomioka, Takatoshi Hanajima
Cholesteatoma and Mastoid surgery. ed. sade. PP.419-427,1982
High-voltage electron microscopic study of the innet ear
TomonoriTakasaka, Hideichishinkawa, sho Hashimoto, Kozo watanuki,
Kazuo Kawamoto
Ann otol Rhinol Laryngol suppl.101,1-12,1983
86
87
88
89
90
91
1 0
9 2
通 イ r 刊 t ' 1 、 ア レ ル ギ ー に 対 す る  H C 2 0 - 5 1 1  ( k e t o t i f e n ) と  C l e m a s t i n e  f u m a r a t e
と の 厶 重 盲 検 比 峻 試 験 に よ る 臨 床 的 検 討
i 拓 坂 知 節 , 新 川 秀 ・ ・ 他
耳 ι ; J 展 .  V 0 1 . 2 6 ,  P P . 3 4 7 - 3 8 4 , 1 9 8 3
ι ; J ア レ ル ギ ー に 対 す る  E - 0 6 5 9  ( A z e l a s T i n e ) の 長 期 投 与 ・ に お け る 臨 床 的 検 l i 寸
島 坂 知 節 , 角 安 雄 , 河 本 和 友 , 高 橋 蝕 一 , 湯 浅 涼 , 糾 呼 喩 瑚 ・ ・ , 釡 f
沖 泙 卓 、 上 " , 小 野 寺 亮
1 Ⅱ {
」 ^ ,
耳 鼻 と 臨 1 不 .  V 0 1 . 2 9 ,  N O . 5 ,  P P . 6 3 4 - 6 5 0 , 1 9 8 3
内 右 毛 細 胞 神 経 終 末 の 微 細 構 造 に つ い て ( 第 1 帳 )
橋 本 省 , 新 川 秀 一 , 高 坂 知 節 , 河 本 和 友
E a r .  R e s .  J p n .  V 0 1 , 1 4 ,  P P . 1 5 8 - 1 6 1 , 1 9 8 3
溶 出 性 中 耳 炎 の テ ィ ン パ ノ グ ラ ム モ デ ル 央 験 に よ る ぢ 察
遠 際 里 見 , 柴 原 義 陣 , 佐 久 冏 真 弓 , , 店 坂 知 節 , 河 本 和 友 , 沖 津 卓 、 ニ , 金 f
」 1 f l
、 、 1 -
n  H ぢ ゛ .  V 0 1 . 8 6 ,  P P . 3 0 4 - 3 1 3 , 1 9 8 3
港 出 性 中 耳 炎 貯 留 液 の ラ イ ソ ソ ー ム 酵 業 活 竹
原 晃 , , 瑚 坂 知 節 , 柴 原 義 陣 , 述 藤 里 見 , 鈴 不 伐 , 河 木 和 友
E a r .  R e s .  J p n .  V 0 1 . 1 4 ,  P P . 1 8 8 - 1 9 0 , 1 9 8 3
S u r f e r ' s  e a r  ( 外 耳 道  e x o s t o s i s ) の  1  症 例
飯 野 ゆ き  f , 高 坂 知 節 , 河 本 和 友
耳 Π 侯 .  V 0 1 . 5 5 ,  P P . 1 0 0 9 - 1 0 1 2 , 1 9 8 3
急 性 化 膿 性 中 耳 炎 お よ び 慢 性 化 膿 竹 中 月 炎 急 、 竹 増 悲 症 に 対 す る 9 ,
3 " - d i a c e t y l - m i d e c c y c i n  ( M O M ) の 薬 剤 ' 平 価
馬 場 駿 吉 , 河 人 利 友 , " 坂 知 節 , 小 林 信 一 , 小 野 寺 亮 他
C E M O T H E R A P Y .  V 0 1 . 3 1 ,  N O . 4 ,  P P . 4 1 1 - 4 3 5 , 1 9 8 3
O r g n i c  a c i d s  a n d  a n a e r o f i c  m i c t o o r g a n i a m s  i n  t h e  c o n t e n t s  o f  t h e  c h o l e s ・
t e a t o m a  s a c
Y u k i k o  l i n o ,  E 、  H o s h i n o ,  s a c h i k o  T o m i o k a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  Y u t a k a
K a n e k o ,  R y o  Y u a s a
A n n .  o t o .  R h i n o .  L a r y n g 0 1 .  V 0 1 . 9 2 ,  P P . 9 1 - 9 6 , 1 9 8 3
' 畔 釧 莫 血 管 の 形 態 と 機 能
1 柘 坂 知 節
H  耳 ι 革 .  V 0 1 . 8 6 ,  P P . 1 0 4 - 1 0 7 , 1 9 8 3
9 3
9 4
9 8
9 9
9 5
9 6
1 0 0
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101 Inddence of secretory otitis media after acute inaammation of the middle ear
de丘 and the upper respiratory trad
Y. Kaneko, T. okitsu, M. sakuma, Y. shibahara, R. Yuasa, T. Takasaka,
K.1くawamoto
Recent Advances in otitis Media with E丘Usion. ed. Lim. DJ. PP.34-36,
1983
Experimental otitis media with e丘Usion : an immunoelech'on mictoscopic
Study
T. Takasaka, Y. Kaku, Y. shibahara, K. Hozawa, M. Takeyama, Y
Kaneko, K. Kawamoto
Recent Advances in otitis Media with E丘Usion. ed. Lim. DJ. PP.88-91,
1983
JE常と病態の比慢一中H・耳管粘膜の機能的形態学
1瑪坂知節
耳'n侯. V01.56, NO.10, PP.721-736,1984
災験的中耳炎における耳管半胡奥の抽態
1拓坂知節,朴沢孝治,柴原義博,武1Π災,角安雄J東晃,渋谷'午,
川瀬哲明,菊池俊彦,河本利友
セラピューティヅク・りサーチ. V01.1, NO.2, PP.127-135,1984
耳'沖因喉科領域のアレルギーをめぐって
1容」坂知節
Π本医*新報. V01.3117,1984
環境庁委託研究結果縦告占大気汚染健康影劉調査
'1アレルギーの成因に関する臨床疫学的研究
河本和友,闘坂知節他
4阿矣懲と環境研究会, PP.1984
溶出竹.中耳炎の慢件化因子に関する実験病即学的解析
i瑪坂知節,柴原,安1導,朴沢孝治,武111 実,角安雄,原晃,渋谷守,
菊池俊彦,河人和友
日耳ι;1- V01.87, PP.688-692,1984
Three dimensiona】 reconstructions of the neural terminals on u]e guinea pig
Outer hair ceⅡS
Tomonori Takasaka, Kazutomo Kawamoto, sho Hashimoto
Ear. Res. Jpn. V01,15, PP.72-75,1984
内有毛細胞神経終末の微剤畊"造について(第2桜)
橋木名,,巧坂知節,河本和友
Ear. Res. Jpn. V01.15, PP.68-71,1984
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仙 台 市 近 河 H こ お け る 幼 椎 剛 , 小 学 校 健 康 診 断 に つ い て
河 本 利 友 , 勗 坂 知 節 , 谷 口 和 彦
昭 罰 1 5 9 年 度 環 境 庁 委 託 研 究 結 果 縦 告 i 1 1 , 大 気 汚 染 健 康 影 糾 闘 査 , ι ゛ 疾 患 と
環 境 研 究 会 , 1 9 8 4
世 枇 副 鼻 胖 炎 等 に 対 す る レ フ ト ー ゼ の 治 療 成 織
成 人 と 小 児 の 陥 床 効 果 の 比 較
池 則 勝 久 , 高 坂 知 節 , 草 刈 汎 1 , 角 安 雄 , 佐 久 1 剖 真 弓 , 稲 村 澁 樹 , 河 本
和 友
河 ' ι ; N 琉 床 .  V 0 1 . フ フ ,  N O . 9 ,  P P . 1 8 6 3 - 1 8 6 9 , 1 9 8 4
カ ラ ゲ ニ ン 江 入 に よ る 災 験 的 泌 出 性 中 耳 炎
柴 原 義 博 , 商 坂 知 節 , 新 川 秀 ・ ・ , 武 山 実 , 朴 沢 孝 治 , 原 晃 , 遠 際 里 」 ι ,
河 木 和 友
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T y m p a n o m e t r i c  d i a g n o s i s  o f  t h e  a d 北 U s  b l o c k  i n  c h r o n i c  o t i t i s  m e d i a
T o s h i m i t s u  K o b a y a s h i ,  Y u t a k a  s a s a k i ,  M i t s u k o  s u e t a k e ,
T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  T a k u j i  o k i t s u ,  H i r o s h i  訊 l a d a
C h o l e a s t o m a  a n d  M a s t o i d  s u r g e r y  ( p r o c .  o f  t h e  3 r d  l n t .  c o n f .  o n  c h 0 1 ・
e s t o m a  a n d  M a s t o i d  s u r g e r y ) ,  P P . 4 9 3 - 4 9 7 , 1 9 8 8
T h e  e 丘 e c t s  o f  v a r i o u s  i n h i b i t o r s  o n  i o n  t r a n s p o r t  m e c h a n i s m s  i n  m a m m a l i a n
C o c h l e a
K a t s u h i s a  l k e d a ,  T e t s u o  M o r i z o n o ,  J u n  K u s a k a t i ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
S e c o n d  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  M e n i e r e ' S  D i s e a s e ,  P P . 1 8 3 - 1 8 4 , 1 9 8 8
培 養 真 珠 腫 組 織 の 産 生 す る 骨 吸 収 活 性
豊 嶋 勝 , 栗 原 篤 , 高 坂 知 節 , 湯 浅 涼
E a r .  R e s .  J p n .  V 0 1 . 1 9 ,  P P . 1 9 2 ・ ・ 1 9 3 , 1 9 8 8
B o n e  r e s o r p t i o n  m e c h a n i s m  o f  c h o l e s t e a t o m a  s t u d y  o f  d e c a l c i f i e d  o s s i d e
S h u j i  K o i k e ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a  s h i r o  M o r i ,  T a k a s h i  s a w a i ,  M a s a h i s a
K y o g o k u ,  R y o  Y u a s a
C h o l e s t e a t o m a  a n d  M a s t o i d  s u r g e r y ,  P P . 1 9 7 - 2 0 4 , 1 9 8 8
中 耳 腔 圧 と ガ ス 拔 J 放
新 川 秀 ・ , 稲 村 【 当 樹 , 商 坂 知 節 , 1 小 沌 卓 二
1 Ⅱ 1
佐 々 木
、 ゛ . ,
E a r .  R e s .  J p n .  V 0 1 . 1 9 ,  P P . 1 6 1 - 1 6 3 , 1 9 8 8
耳 鼻 咽 喉 科 領 域 感 染 症 に 対 す る C S - 8 0 7 の 臨 床 的 検 討
稲 村 直 樹 , 渋 谷 守 , 高 坂 知 節
C h e m o t h e r a p y .  V 0 1 . 3 6  S U P P I . 1 ,  P P . 9 9 9 - 1 0 0 2 , 1 9 8 8
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238ブレルギー性鼻炎に対するAA-673(amlexanox)錠の臨床的検討
品坂知節,柴原義博,石垣元章,佐竹充章,神林湘・,若狄加奈子,荒井
英爾,小野寺亮一湯浅涼,富1岡平子,白ナ」モ人,沖津卓二,谷Π利彦,
遠藤里見,桜田隆司,菊地俊彦,稲村直樹,桜井時雄,橋人省
耳鼻臨床. V01.81, NO.6, PP.917-932,1988
超商圧電子顕微鏡とコンピューターの応用による三汰元的形態学
商坂知節
北海道医学蔚舗志. V01.63, NO.4, PP.473-47フ,1988
頸部の杣経原性腫揚
高坂知節
耳五1臨床. V01.81, NO.12, PP.1698-1699,1988
鼻アレルギー
商坂知節,柴原義"
アレルギーの臨床. VO].8, NO.13, PP.948,1988
頭頸部領域における術後疹痴に対するロキソプロフェンナトリウムの臨床的
有用性
池田勝久,小林俊光,石垣元章,若狭加奈子,綿谷秀弥,問坂知節
耳鼻臨床. V01.81, PP.141-147,1988
中耳手術後の效索神経の障皆と回復について
伊東善哉,島坂知節,湯浅涼,四條茂,富岡ヰ,・f,豊嶋勝
臨床耳科. V01.81, PP.193・・200,1988
中耳子術後の鼓索神経の障害について
・確気味覚域値と顎下腺肺揚流姑の変化一
伊東善哉,湯浅涼,西條茂,富岡幸・f,普嶋勝,高坂知節
耳鼻臨床. V01.81, PP.193-200,1988
鼻過敏症に対する Schloo0 の鼻汁抑制効果(第2轍)
ープラセポとの鮮Ⅲ1比較二重盲検試験一
岡本途也,奥田稔,商坂知節,稲村伯1耐,渋谷守,小川暢也他64名
耳鼻展. V01.31, N0ネ甫, PP.37-58,1988
めまいなどの内耳性陣筈に対するCalan錠の臨床効果
池田勝久,石垣元章,草刈潤,商坂知節
耳'革と臨床V0134, PP.87-93,1988
ティンパノメトリーによる中耳含気腔容積ならびに1二鼓室疎通竹の診断
小林俊光,佐々木豊,末武光子,池田勝久,1窃坂知節,沖津卓二,和1_U 仁
Π耳鼻. V01.91, PP.240-246,1988
239
240
241
242
243
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244
245
246
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骨 P a g e t 病 に よ る 鄭 馳 に つ い て 蝋 飢 恵 を 初 発 症 状 と し た 症 例 を 中 心 に
小 林 俊 光 , 池 Ⅲ 勝 久 , 伊 藤 善 哉 , 綿 谷 秀 弥 , 石 垣 尤 章 , 武 山 災 , 高 坂 知
節 , 本 間 哲 夫
耳 ι ; , 、 臨 床 .  V O ] . 8 1 ,  P P . 3 5 3 - 3 6 1 , 1 9 8 8
1 0 n i c  c h a n g e s  i n  c o c h l e a r  e n d o l y m p h  o f  t h e  g u i n e a  p i g  i n d u c e d  b y  a c o u s t i c
I n ] u r y
K a t s u h i s a  l k e d a ,  J u n  K u s a k a r i ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
H e a r .  R e s .  V 0 1 . 3 2 ,  P P 、 1 0 3 - 1 1 0 , 1 9 8 8
W 掘 の 耳 、 村 県 賑 移 打 計 列
, 巧 坂 知 節 , 沢 井 高 志
末 武 光 子 , 新 川 秀 ' , 佐 々 木
1 1 1 1
」 ξ 」 L  ,
耳 4 1 臨 床 .  V 0 1 . 8 1 ,  N O . 4 ,  P P . 5 4 5 - 5 4 8 , 1 9 8 8
耳 鳴 に 対 す る ツ ム ラ 大 柴 胡 湯 の 臨 床 的 効 果 一 ・ 脂 質 代 謝 と の 関 迎
池 Ⅲ 勝 久 , 小 林 俊 光 , 伊 ル * 善 哉 , 高 坂 知 節
耳 ι 革 と 臨 床 .  V 0 1 . 3 4 ,  N O . 2 ,  P P . 5 3 5 - 5 3 8 , 1 9 8 8
通 イ f 性 ア レ ル ギ ー 竹 鼻 炎 に 対 す る  T e r f e n a d i n e  の 臨 床 第 Ⅱ 相 試 験
馬 場 駿 吉 , 商 坂 知 節 , 稲 村 曲 1 釘 , 北 尾 友 * 他 4 7 名
H ι ; 1 展 .  V 0 1 3 1 ,  N O . 袖  2 ,  P P . 1 1 9 - 1 3 1 , 1 9 8 8
通 4 r 竹 1 ブ レ ル ギ ー 性 鼻 炎 に 対 す る  T e r f e n a d i n e  の 臨 床 的 検 討
- K e t o t 辻 e n  を 対 ! 照 と し た 多 施 設 二 重 盲 検 試 験 一 ・ ・
馬 場 駿 占 , 高 坂 知 節 , 稲 村 直 樹 , 小 川 暢 也 他 5 3 名
耳 鼻 展 .  V 0 1 . 3 1 ,  N O . 補 2 ,  P P . 1 9 8 - 2 2 4 , 1 9 8 8
中 耳 予 祐 " 写 建 材 料 と し て の 白 家 軟 骨 の 評 仙 i
渋 谷 守 , 原 児 , 新 川 秀 ・ , 問 坂 知 節 一 湯 浅 涼 , 河 本 和 友 , 料 1 林 潤 ' ,
金 子
1 , 1 1
、 ゛ ー
日 耳 ι ゛ -  V 0 1 . 9 1 ,  P P . 7 5 1 - 7 6 0 , 1 9 8 8
ス ギ 花 粉 飛 散 に 与 え る 気 象 の 影 響
稲 村 1 占 樹 , 柴 原 義 博 , 石 垣 尤 市 . , 闘 坂 知 節 , 佐 藤 裕 イ
日 耳 ι ; 1 -  V 0 1 . 9 1 ,  P P . 9 0 7 - 9 1 4 , 1 9 8 8
リ ノ セ ル ム 使 用 が 鼻 粘 膜 形 態 並 び に そ の 透 過 忰 に 与 え る 影 響 に 関 す る 馴 究
大 平 裕 子 , 商 坂 知 節
耳 ι ゛ . 展 .  V 0 1 . 3 1 ,  N O . 5 ,  P P . 4 8 3 - 4 8 8 , 1 9 8 8
R e l a t i o n  o f  p r o g n o s i s  o {  p e r i p h e r a l f a c i a l  n e r v e  p a l s y  t o  t h e  p e r i o d  b e t w e e n
O n s e t  o f  i Ⅱ n e s s  a n d  d a t e  o f  d e n e r v a t i o n
K u n i a k i  T a k a h a s h i ,  A k i r a  H a r a ,  T e t s u a k i  K a w a s e ,  J u n  K u s a k a r i ,
T o m o n o r i  T a k a s a k a
T o h o k u  J .  E X P .  M e d .  V 0 1 . 1 5 5 ,  P P . 3 7 3 - 3 7 フ , 1 9 8 8
2 4 9
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258抗アレルギー薬Traxqqnox (Y-12141)の通年竹1゛アレルギーに対する臨床的
検村・多施設_二重盲検法による Tranilast との比較試験
奥Ⅲ稔,仲田菊乃,海野徳二,商坂知節,石垣元章,小川暢也,宮ポ
昭lf 他69名
H鼻展. V01.31, NO.3補, PP.175-208,1988
Ma又nesium ion activity in the malnmalian endolymph measured with ion-
Selective microelectrodes
Katsuhisa lkeda, Morizono Tetsuo, Jun Kusakari, Tomonori Takasaka
AI・ch ot0血inolaryng01. V01.245, PP.142-144,1988
Development of apical-surface strudures of mouse otic placode
10shihiko Kikuchi, Akira Tonosaki, Tomonori Takasaka
Acta otolaryng01 (S加Ckh). V01.106, PP.200-207,1988
化膿性中耳炎に対する CS-807 の臨床評価Cefaclor を対照とする_ム重盲検群
間比較試験
河村止三,'1易場駿吉,闘坂知節,渋谷'子,稲村頂樹,111村秀夫
耳'1,と臨床. V01.34, NO.5, PP.1243-1273,1988
急性陰寓性局桃炎に対する CS-807の臨床計¥蘭Cefador を対照とする二重力
検1捌削比收試験
'蠣場駿・占,森慶人,,島坂知節,渋谷守,稲村直樹,111村秀夫他釘名
耳鼻と眺,床. V01.34, NO.5, PP.1274-1296,1988
Treatmenl ot secretm'y otitis media with Kampo medicine
Katsuhisa lkeda, Tomonori Takasaka
Arch otorhinolal'yng01. V01.245, PP.234-236,1988
Studies lvith electrocochleography and audio]ogy brainstem response in
Ramsay Huntsymdrome
Jun Kusakari, Minoru Yakeyama, Tetsuaki Kawase,1くUniaki Takahashi,
Yutaka sasaki, Tomonori Takasaka
Ada otolaryng01 (stockh) SUPPI.446, PP.81-84,1988
中耳炎に対する Ceftazidime の有用竹三
小林俊光,池田勝久,若狭加奈子,,島坂知節,白上lf人,潟浅涼,橋人
省,桜井時雄,述藤里見,志賀伸之,占利剛勲,人平裕子,菊田宣男,
山田公彦,小川敏男
耳鼻臨球. V01.81, NO.12, PP.1817-1826,1988
水注入後におけるし;井削典上皮透過竹の経時的変化について
火・平裕子,高坂知節,沢井高'
Π耳ι:1. V01.91, PP.2003-2010,1988
259
260
261
262
町
263
264
265
266
器2 6 7
頭 頸 部 進 行 扇 乎 上 皮 癌 に 対 す る  C a r b o p l a t i n 十 P E P 療 法 と  C D D P + P E P 療 法
の 無 作 為 比 較 試 験
犬 1 1 1 征 夫 , 商 坂 知 節 , 小 川 暢 也 他 3 8 名
耳 ι ; 1 と 臨 床 .  V 0 1 . 3 4 ,  N O . 6 ,  P P . 1 5 1 1 - 1 5 1 9 , 1 9 8 8
E l e c t r o g u s t o m e t r y  o f  t h e  s 0 丘  P a l a t e  a s  a  t o p o g r a p h i c  d i a g n o s t i c  m e t h o d  f o r
f a c i a l  p a r a l y s i s
T o s h i h i k o  K i k u c h i ,  J u n  K u s a k a r i ,  T e t s u a k i  K a w a s e ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
A c t a  o t o l a r y n g 0 1  ( s t o c k h ) .  V 0 1 . 4 5 8 ,  P P . 1 3 4 - 1 3 8 , 1 9 8 8
耳 鼻 咽 喉 科 感 染 症 に 刈 す る  C e f o t 珀 m h e x e t i 1 の 臨 床 的 検 討
池 田 勝 久 , 新 川 秀 一 , , 瑪 坂 知 節
C h e m o t h e r a p y 、  V 0 1 . 3 6 ,  N O . S - 6 ,  P P . 7 8 9 - 7 9 5 , 1 9 8 8
H i s t o p a t h 0 1 0 g i c a l  s t u d y  o n  t h e  h u m a n  t y m p a n i c  m e m b r a n e  a n d  m i d d l e  e a r
m u c o s a  w i t h  s e c r e t o r y  o t i t i s  m e d i a
H i d e i c h i  s h i n k a w a ,  M a m o r u  s h i b u y a ,  M i t s u k o  s u e t a k e ,
M a s a k o  l s h i d o y a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
J  C ] i n  E l e c t r o n  M i c r o s c o p y .  V 0 1 . 2 1 ,  P P . 5 - 6 , 1 9 8 8
C l i n i c a l i n v e s t i g a t i o n  o f  o ] f a c t o r y  a n d  a u d i t o r y  f u n c t i o n  i n  t y p e  p s e u d o h y p o ・
P a r a t h y r o i d i s m :  p a r t i c i p a t i o n  o f  a d e n y l a t e  c y c l a s e  s y s t e m
K a t s u h i s a  l k e d a ,  T a k a s h i  s a k u r a d a ,  Y u t a k a  s a s a k i ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
J  L a r y n g 0 1 0 t 0 1 .  V 0 1 . 1 0 2 ,  N O . 1 2 ,  P P . 1 1 1 1 - 1 1 1 4 , 1 9 8 8
臂 障 害 と 聴 覚 ・ 平 役 i 1 非 害
, 高 坂 知 節 , 池 田 勝 久
耳 ' 1 喉 頭 頸 .  M O O K ,  N O . 9 ,  P P . 1 5 6 - 1 6 3 , 1 9 8 8
溶 出 件 中 耳 炎
高 坂 知 節
月 刊 カ レ ン ト テ ラ ピ ー .  V 0 1 . 6 ,  N O . 1 2 ,  P P . 4 9 - 5 3 , 〕 9 8 8
溶 出 竹 中 耳 炎 と 鼻 ア レ ル ギ ー
高 坂 知 節 , 末 武 光 子
ア レ ル ギ ー 診 療 .  V 0 1 . 1 8 ,  P P . フ 7 3 - フ 7 8 , 1 9 8 9
老 年 者 と 耳 卯 咽 喉 科 老 人 に 多 い , ま 九 は 朴 微 的 な 耳 の 疾 恋 、 溶 出 件 中 耳 炎 と そ
の 治 療
高 坂 知 節
耳 喉 顕 顕 .  M O O K ,  N O . 1 2 ,  P P . 8 7 - 9 4 , 1 9 8 9
上 気 道 と 小 耳 ・ 耳 管 病 変 の か か わ り に 関 し て
闘 坂 知 節
フ ル ブ ロ ン 新 発 光 記 念 学 術 講 演 会 記 録 集 ,  P P . 4 3 - 5 8 , 1 9 8 9
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27フ 救急医療について・・緊急気管W開
高坂知節
Π気食会轍. V01.40, NO.5, PP.444-445,1989
スギ花粉症
,巧坂知節,柴原裳博
公衆律近オ1i綴みやぎ. NO.146, PP.フ-8,1989
耳・ι1岼斗領域の午齢変化と成人病
商坂知節
加齢のプロセスと成人病の予防. PP.51-58,1989
鼻茸・釧鼻1詫炎
菊地俊彦,高坂知節""金f 、゛.,
JOHNS. V01.5, NO.2, PP.188-192,1989
顕頸司甜重揚態、者における血油小のTNF活竹
鈴木秀明,粟田口敏',商坂知節
到謡貞部1仲揚. V01.15, NO.2, PP.1-4,1989
Ce丘riaxoneの急竹化膿性中耳炎及び慢竹化膿性中耳炎急セ抄笥悪症に対する薬
効評価
馬場駿占,高坂知節,粟Ⅲ口敏・,中島光好他96名
Japanese J Antibiotics. V01.42, NO.1, PP212,1989
中耳炎に対する(e丘a2idime ccAZ)の基礎的・臨床的検討
小林俊光,池1"勝久,若狭加奈・f(古川加奈了),商坂知節,白士正人,
湯浅涼,橋本名,桜井"寺雄,遠藤甲見,志賀伸之,占和1、H 熱,人平
裕子,菊Ⅲ宣男,山Ⅷ公彦,小川敏男
日本耳鼻1咽喉科感穿甑云研究会. V01.フ, NO.1, PP.60-63,1989
前庭 Kinoci]ium の徴細備造
Toshihiko Kikuchi, Tomonori Takasaka, Akira Tonosaki, Hiroshi
Watanabe
Ear. Res. Jpn. V01.20, PP.265-266,1989
耳ι1"因喉科疾恕、とアトピーー"幻市炎
柴原義陣,商坂知節
アレルギーの臨床. V01.9, NO.10, PP.715-718,1989
耳鳴に対するツムラ大紫胡湯の臨床的効果
池田勝久,島坂知節
手11漢医薬学会誌. V01.6, PP.538-539,1989
278
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E p  c h a n g e  i n  e x p e r i m e n t a l r o u n d  w i n d o w  m e m b l ' a n e  r u p t u r e
N o b u y u k i  s h i g a ,  T o s h i m i t s u  K o b a y a s h i ,  T a k a s h i  s a k u r a d a ,  T e t s u a l d
K a l v a s e ,  K o j i  H o z a w a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
E a r .  R e s .  J p n .  V 0 1 . 2 0 ,  P P . 6 4 - 6 8 , 1 9 8 9
B i o c h e m i c a 】  a n a l y s i s  o f  b o n e  r e s o r b i n g  a c t i v i t y  p r o d u c e d  b y  c h o l e s t e a t o m a
t i s s u e  i n  c u l t u r e
M a s a r u  T o s h i m a ,  A t s u s h i  K u r i h a r a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  R y o  Y u a s a
C h o l e s t e a t o m a  a n d  M a s t o i d  s u r g e r y ,  P P . 2 1 1 - 2 1 4 , 1 9 8 9
培 養 真 珠 腫 組 織 の 産 生 す る 骨 吸 収 活 件 ( 第 2 報 )
豊 嶋 勝 , 栗 原 篤 , 商 坂 知 節 , 湯 浅 涼
E a r .  R e s .  J p n .  V 0 1 . 2 0 ,  N O . 1 ,  P P . 1 8 9 - 1 9 0 , 1 9 8 9
B o n e  r e s o r p t i o n  m e c h a n i s m  o f  c h o l e s t e a t o m a . 1 m m u n o h i s t o c h e m i c a l s t u d y  o f
d e c a l c i f i e d  o s s i d e s
S h u j i  K o i k e ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  s h i r o  M o r i ,  T a k a s h i  s a w a i ,  M a s a h i s a
K y o g o k u ,  R y o  Y u a s a
C h o l e s t e a t o m a  a n d  M a s t o i d  s u r g e r y ,  P P . 1 9 7 - 2 0 4 , 1 9 8 9
モ ル モ ヅ ト 鄭 y 卜 内 交 感 神 経 分 布
朴 沢 * 治 ,  R o b e r t  s 、  K i m u r a , , 瑪 坂 知 節
E a r .  R e s .  J p n .  V 0 1 . 2 0 ,  N O . 1 ,  P P . 1 1 1 - 1 1 2 , 1 9 8 9
鼻 汁 過 M 症 に 刈 す る フ ル ブ ロ ン ( 臭 化 フ ル ト ロ ピ ウ ム ) の 臨 床 効 果
, 巧 坂 知 節 , 柴 原 義 博 , 佐 竹 充 章 , 新 川 秀 ' , 小 野 寺 亮 , 鈴 木 孚 ,
堀 兇 孝 , 矢 尾 板 範 子 , 角 安 雄
基 礎 と 臨 床 .  V 0 1 2 3 ,  N O . 3 ,  P P . 1 2 0 5 - 1 2 1 2 , 1 9 8 9
コ ン ピ ュ ー タ ー の 応 用 に よ る 三 炊 元 復 構
品 坂 知 節 , 橋 本 省
細 胞 .  V 0 1 . 2 1 ,  N O , フ ,  P P . 1 - 5 , 1 9 8 9
超 篭 圧 電 劉 辻 コ ン ビ ュ ー タ ー グ ラ フ ィ ヅ ク ス の 応 用 に よ る 三 次 元 復 構 法
商 坂 知 節 , 新 川 秀 ・ ・ , 橋 本 省
細 胞 .  V 0 1 . 2 1 ,  N O . フ ,  P P . 2 6 9 - 2 7 5 , 1 9 8 9
喉 頗 外 傷 の 晦 床  T r a u m a o f t h e  L a r y n x
高 坂 知 節 , 出 中 正 沿
喉 頭 .  V 0 1 . 1 ,  N O . 1 ,  P P . 6 8 - 7 0 , 1 9 8 9
メ ニ エ ー ル 病 , 変 動 す る 低 音 障 害 型 感 音 難 聴 に お け る  G e Ⅱ e t e s t ( 外 耳 道 圧 負
荷 骨 導 耽 力 検 査 )
川 瀬 哲 明 , 1 瑚 坂 知 節 , 草 刈 潤 , 湯 浅 涼
日 耳 鼻 .  V 0 1 . 9 2 ,  P P . 2 8 - 3 6 , 1 9 8 9
2 8 8
2 8 9
2 9 0
2 9 1
2 9 2
2 9 3
2 9 4
2 9 5
2 9 6
297外りンパ瘻の実験的研究一鼓室階空気艦換時の峠γ件幾能
小林俊光,伊條善哉,桜田隆司,'賀伸之,草刈潤,品坂知節
耳券臨床. V01.82, NO.3, PP.441-448,1989
副4"型炎に対する Cefodizime(CDZM)の薬刻ル十価
馬場'駿吉,島田純一郎,商奴知節,火1_1_1健_ニ,}ⅡΠ11i'他22れ
耳ι;1と臨床. V01.35} NO.1, PP.166-178,1989
化膿竹中耳炎に対する Cefodizime の薬卿昂平価
Cefo{iam との上団凌対!照試験一
佐竹充市,桜j村時雄,西篠11Ⅱ'1局場駿古,商坂知節,橋本省,佐々人ー'U'.,
茂,遠藤里見,出Π粘・他1Ⅱ名
耳鼻と臨床. V0135, NO.2, PP.250-275,1989
耳 F腺部にづ毛生した Castlemanlymphoma の 1 例
若狭加奈・f,小林俊光,橋<名,川瀬哲明,,瑪坂知節
耳"侯頭ゞ貞. V01.61, NO.1, PP.59-63,1989
急性陰衡忰扇桃炎に対する Cefotiam hexeti1の薬対月Π而
Cefador との二重盲検上獣愛試験
河村正・三,滞坂知節,新川秀一・,池川勝久,鈴人秀明,小野寺亮,料1林
潤・・',遠藤里見,出口浩・一他82名
耳券.と臨床. V01.35, NO.1, PP.65-81,1989
化肌部上中耳炎(急、性および慢性の急性増恕症)に対する Cefotiam hexeti1の薬
効而平価 Cefadorとの_ム重盲検比較試験
馬場駿吉,,島坂知節,新川秀',池山勝久,鈴木秀明,小野寺亮,湯浅
涼,料畊柿町一,遠藤甲見,出Π浩・一他77名
耳鼻と臨床. V01.35, NO.1, PP.82-102,1989
E丘ects of nitrogen mustaTd-N-oxide on ionic activities of inner ear auid and
ionic permeablities of the cochlear partition ln the guinea plg
Katsuhisa lkeda, Jun Kusakari, Tomonorj Takasaka, Yoshitaka saito
Ann oto Rhino Laryng01. V01.98, NO.5, PP379-383,1989
Evaluation of vitamin D metabo]ism in patients lvith bilateral sensorineural
hearing loss
Katsuhisa 11くeda, Toshimitsu Kobayashi, zenya ltoh, Jun Kusakari,
Tomonori Takasaka
Am. J. ot01. V01.10, NO.1, PP.11-13,1989
Computer-aided serial section reconstruction of nerve endings on the outer
hair ceⅡS ot the cochlea
Sho Hashimoto, Tomonori Takasaka
Acta otolaTyng01 (stockh). V01.107, PP387-391,1989
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化 膿 竹 中 耳 炎 に 対 す る  T E - 0 3 1 の 薬 効 評 イ 此
- J o s a m y d n  と の _ ム 重 盲 検 比 岐 試 験 成 穎 一
' 瑪 場 駿 古 , 闘 坂 知 節 , 小 林 俊 光 , 佐 々 人 豊 , 池 川 勝 久 , 遠 藤 里 見 , 小 野
寺 亮 , 湯 浅 涼 , 料 畊 喩 樹 ・ , 中 島 光 好 他 7 9 名
H "  1 と 臨 床 .  V 0 1 3 5 ,  N O . 1 ,  P P . 1 1 3 ・ ・ 1 3 3 , 1 9 8 9
L a b y r i n t h i n e  f i s t u l a e  c a u s e d  b y  c h o l e s t e a t o m a . 1 m p r o v e d  b o n e  c o n d u c t i o n  b y
t r e a t m e n t
T o s h i m i t s u  K o b a y a s h i ,  T o k i o  s a k u r a i ,  T a k u j i  o k i t s u ,  R y o  Y u a s a ,
T e t s u a k i  K a w a s e ,  J u n  K u s a k a r i ,  T o m o n o t i  T a k a s a k a
A m .  J .  o t 0 1 .  V 0 1 . 1 0 ,  N O . 1 ,  P P . 5 - 1 0 , 1 9 8 9  ( 0 5 )
F i n e  s t r u d u r e  o f  g u i n e a  p i g  v e s t i b u l a r  k i n o c i l i u m
T o s h i h i k o  K i k u c h i ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  A k i r a  T o n o s a k i ,
H i r o s h i 工 入 l a t a n a b e
A d a  o t o ] a l ' y n g 0 1  ( s t o c k h ) .  V 0 1 . 1 0 8 ,  P P 2 6 - 3 0 , 1 9 8 9
鼻 ア レ ル ギ ー に 対 す る  W P - 8 3 3  ( ダ ザ ノ ラ ス ト ) の 臨 床 評 価
ト ラ ン ス ト を 対 照 と す る 多 施 設 _ 二 重 盲 上 訓 皎 試 験 一
奥 1 Ⅱ 稔 , 1 巧 坂 知 節 , 柴 原 義 博 , 佐 竹 充 市 , 占 村 弘 と 他 8 4 名
耳 ι 〒 . 展 .  V 0 1 . 3 2 ,  N O . 補 2 ,  P P . 1 1 1 - 1 3 6 , 1 9 8 9
両 側 「 司 1 蒔 性 突 発 性 蝉 恥 の 検 村
小 林 俊 光 , 志 賀 仲 之 , 佐 竹 充 京 , 鈴 人 秀 明 , 池 I H 勝 久 , 品 坂 知 節
日 耳 ι ゛ . .  V 0 1 . 9 2 ,  P P . 1 0 3 6 - 1 0 4 1 , 1 9 8 9
ア レ ル ギ ー 件 鼻 炎 に お け る べ コ ナ ー ゼ ( B e c l o m e t h a s o n e  d i s r o p i o n a t e ) の 臨
床 的 有 効 竹
柴 原 義 博 , 仇 竹 充 章 , 菊 地 俊 彦 , 石 垣 元 章 , 高 坂 知 節 , 1 _ 1 1 田 公 彦 , 鈴 木 茂
耳 ι 、 、 展 .  V 0 1 . 3 2 ,  N O . 補  4 ,  P P . 3 3 5 - 3 4 4 , 1 9 8 9
感 音 竹 蝉 耽 と 血 沽 ゛ 鉛 仙
仇 竹 充 章 , 小 林 俊 光 , 高 坂 知 節
耳 鼻 1 顎 床 .  V 0 1 . 8 2 ,  N O . 9 ,  P P . 1 2 2 9 - 1 2 3 1 , 1 9 8 9
食 道 扇 乎 上 皮 拙 由 来 の 樹 立 細 胞 株 に お け る 挿 揚 壊 死 因 ・ f ・ ( T N F ) 感 受 竹 お よ
び T N F , 1 F N r  の 併 用 効 果
鈴 木 秀 明 , 粟 山 Π 敏 ・ ・ ' , , 拓 坂 知 節
Π 耳 ι ゛ . .  V 0 1 . 9 2 ,  P P . 1 1 9 2 - 1 1 9 6 , 1 9 8 9
I m m u n 0 1 0 g i c a l  a b n o r m a l i t y  o f  t h e  s e r 0 1 0 g i c a l  t e s t s  i n  b i l a t e r a l  s e n s o r i n e u r a l
h e a r i n g  l o s s
K a t s u h i s a  1 1 祀 d a ,  T o s h i m i t s u  K o b a y a s h i ,  z e n y a  l t o h ,  H i d e a k i  s u z u k i ,  J u n
K u s a k a r i ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
O R L .  V 0 1 . 5 1 ,  P P 、 2 6 8 - 2 7 5 , 1 9 8 9
3 0 7
3 0 8
3 0 9
3 1 4
3 1 0
3 1  1
3 1 2
3 1 3
315慢竹副鼻腔炎に対するNA872の治療成織
多施設共1司プロトコールによる臨床似{究一・
大山勝,"i坂知節,古則真次,久我正明他22名
粲理と治療. V01.17, NO.8, PP.397フ-3994,1989
慢性副ι;,、腔炎に対する NA872 の薬効1乎価
メシステイン錠との_ム重盲検比粒試験・・
大山勝,,瑪坂知節,橋本省,末武光・f,古田真汰,遠藤學.見,小川暢也
他57名
"鼻臨床. V01.82, NO.11, PP.1649-1665,1989
化膿性中耳炎に対する Flomexet(FMO×)の薬効評価
・-cefotiam (CTM)との二゛1〒検比岐試験・・
嶋場駿占,高坂知節,朴沢孝治,古H1真次,抗井英朗,富岡幸f,神林淌
,遠藤甲.兒,中島光好他121名
耳ι11と臨床. V0135, NO.4, PP.673-693,1989
E丘ed of external auditory canal pressure upon the hearing threshold in
Patients with Meniere's disease
TetsuakiKawase, TomonoriTakasaka, Jun Kusakari, Hideichishinkawa,
Ryo Yuasa
Acta otolaryng01 (stockh) SUPPI.468, PP.87-92,1989
ι;1・副鼻腔乳,則匝10例における臨,床的および免疫組織学的検討
大井聖幸,粟田口敏一・,菊地俊彦,小池修治,r拓坂知節
耳喉頸頸. V01.61, PP.735-739,1989
Histopath010gical analysis of the tympanic n祀mbrane with otitis media with
e丘Usion
Yuji Yaginuma, Toshihiko Kikuchi, Hideichi shinnkawa,
Tomonori Takasaka
J clin ElectTon Microscopy. VO].22, PP.904-905,1989
通年ギ上鼻アレルギーに対する局所温熱療法(りノセルム)の効果
橋本省,,窃坂知節,八木沼裕司他25名
耳鼻朕. VO].32, NO.補5, PP.423-429,1989
惨出竹中耳炎治療保存治療・薬物一・
闘坂知節
11'喉頭頸. MOOK, NO.11, PP.164-167,1989
穆出性中耳炎
闘坂知節
JOHNS. V01.5, NO.4, PP.421-426,1989
316
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318
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320
321
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323
別3 2 4
中 耳 炎 の 臨 床
高 坂 知 節 , 小 林 俊 光
Π 木 " ミ 1 打 新 報 .  N O . 3 4 3 4 ,  P P . 3 7 - 4 0 , 1 9 9 0
M R 1 に よ る し ; N 訓 ι : . り 搾 疾 怨 、 の 鑑 別 診 断
島 坂 知 節 , 橋 本 省 , 川 瀬 暫 明
耳 1 1 侯 頭 頸 .  M O O K ,  N O . 1 5 ,  P P . 1 0 2 - 1 0 7 , 1 9 9 0
2 4 . 耳 漏  A . 総 論 / B . ー ・ 般 検 査
, 巧 ↓ 攻 知 節 , 八 木 沼 裕 " j , 小 林 俊 光
検 査 と 技 術 .  V 0 1 . 1 8 ,  N O . 6 ( 増 ・ H D  ,  P P . 8 5 9 - 8 6 3 , 1 9 9 0
喘 息 の 随 件 症 状 ι : , 、 症 状 , 耳 玉 以 犬 一 耳 ' 即 因 喉 科 の 立 場 か ら
" 坂 知 節
A S T H M A .  V 0 1 3 ,  N 0 3 ,  P P . 7 3 - 8 1 , 1 9 9 0
淫 出 性 中 耳 炎 の 漢 ガ 治 療 ~ 現 代 氏 学 の 立 場 か ら ~
】 容 」 坂 知 節
月 ι 代 東 汗 医 学 .  V 0 1 . Ⅱ ,  N 0 3 ,  P P . 1 3 - 1 6 , 1 9 9 0
鼻 粘 膜 の 屯 顕 構 築
高 坂 知 節
J O H N S .  V 0 1 . 6 ,  N O . 1 0 ,  P P . 1 3 1 1 - 1 3 1 7 , 1 9 9 0
Π 腔 掘 の C T  ・  M R 1 診 断
橋 本 雀 , 高 坂 知 節
J O H N S .  V 0 1 . 6 ,  N O . 2 ,  P P . 2 2 3 - 2 2 9 , 1 9 9 0
ス ギ 花 粉 飛 散 f 報 ( 仙 台 地 ガ の 現 況 )
柴 原 義 博 , 佐 竹 允 章 , 高 坂 知 節
ア レ ル ギ ー の 臨 床 .  V 0 1 . 1 0 ,  P P . 1 0 2 - 1 0 4 , 1 9 9 0
港 出 性 中 耳 炎
小 林 俊 光 , 高 坂 知 節
J O H N S .  V 0 1 . 6 ,  N O . 1 ,  P P . 2 9 - 3 4 , 1 9 9 0
身 す す り に よ る 中 耳 病 変 に つ い て
八 木 沼 裕 河 , 小 林 俊 光 , 闘 坂 知 節 , 末 武 光 ・ f
臨 床 叫 科 .  V 0 1 . 1 7 ,  N O . 1 ,  P P . 4 1 - 4 7 , 1 9 9 0
真 珠 腫 病 態 を め ぐ る 諸 Π 打 題 骨 吸 収 機 序
栗 原 篤 , 高 坂 知 節
耳 喉 頭 頸 .  M O O K ,  N O . 1 6 ,  P P . 8 3 - 9 0 , 1 9 9 0
3 2 5
3 2 6
3 2 7
3 2 8
3 2 9
3 3 0
3 3 1
3 3 2
3 3 3
3 3 4
335真珠腫をめぐる諸問題真珠腫の病理一免疫組織学的側面
小池修治,問坂知節
耳喉頭頸. MOOK, NO.16, PP.フ-12,1990
真珠唖のX線所見,両像診断
小林俊光,'瑪坂知節,石井清
耳喉頭頸. MOOK, NO.16, PP.97-108,1990
モルモット鼻粘膜におけるニューロペプチト
朴沢孝治,若狭加奈子,商坂知節
第28回Π本鼻科学会サテライトシンポジウム「鼻粘膜におけるニューロペ
プチド」, PP.フ-12,1990
鼻すすりと耳管閉鎖師害
八木淵裕司,小林俊光,高坂知節,木武光子
臨床耳科. VO].17, NO.2, PP.64-69,1990
耳後部に膿揚を形成Lた先天竹外耳道狭窄症の5症例
若狭加奈・f,小林俊光,末武光子,'辻劉申之,,柘坂知節,新川秀',神林
潤
臨床耳1斗. V01.17, NO.2, PP.22-27,1990
真珠腫の病理一免疫組織学的側面・・・
小池修治,商坂知節
耳喉頭頸. MOOK. V01.16, PP.フ-12,1990
ティンパノメトリーの3歳児健診への導入の試み
豊嶋勝,大平裕了,小林俊光,問坂知節,末武光イ・,佐藤'六,沖津卓
」111金f 』王ILーーー""',
肌リく耳科. V01.17, NO,2, PP.57-63,1990
内耳感党1二皮における微小管の微細雛築とその配列様式
菊地俊彦,朴沢孝治,品坂知節,外崎昭,渡辺皓,新川秀
Ear. Res. Jpn. V01.21, PP.105-106,1990
Acid-base regulation in cochlear outer hair ceⅡS of the guinea-pig
Katsuhisa lkeda, Yoshitaka saito AkinoriNishiyama, TomonotiTakasaka
Ear. Res. Jpn. V01.21, PP.201-202,1990
誘発耳音響放射と中耳動11性の相関
一誘発耳音饗放射に及ぼす中耳耳動特性の影響一
和田仁,小林俊光,大山健二,商坂知節
Ear. Res. Jpn. V01.21, PP.305-306,1990
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外 り ン パ 瘻 に 関 す る 検 討 一 前 庭 階 空 気 注 入 と 鼓 室 階 空 気 注 入 の 比 較 一
志 t 1 伸 之 , 川 瀬 哲 明 , 人 1 1 1 健 二 , 闘 坂
Ⅱ 1 1
桜 田 隆 司 , 小 林 俊 光 , 仇 々 木
_ 』 ゛ ー ,
知 節
E a r .  R e s .  J p n .  V 0 1 . 2 1 ,  P P 3 3 7 - 3 3 8 , 1 9 9 0
小 脳 橋 角 部 血 管 性 病 変 に よ る 顔 面 神 経 麻 沖
小 池 修 二 , 橋 本 省 , , 高 坂 知 節
F a c i a l  N  R e s  J p n .  V 0 1 . 1 0 ,  P P . 9 7 - 1 0 0 , 1 9 9 0
小 児 穆 出 竹 中 耳 炎 に お け る に 1 咽 頭 細 菌 叢 に つ い て の 検 討
人 井 聖 幸 , 新 川 秀 ' , 末 武 光 f , 石 戸 谷 雅 子 , 乎 沢 山 紀 子 , i 瑚 坂 知 節 ,
出  1 コ 瀞 i
臨 床 耳 科 .  V 0 1 . 1 7 ,  N O . 2 ,  P P . 4 7 一 駐 , 1 9 9 0
術 後 骨 導 聴 力 の 著 明 改 善 例
小 林 俊 光 , 高 坂 知 節
耳 Π 侯 頭 頸 .  M O O K .  V 0 1 . 1 6 ,  P P . 1 1 7 - 1 2 0 , 1 9 9 0
形 態 血 か ら み た 4 1 井 の 病 態 に つ い て
高 坂 知 節
耳 喉 顕 頸 .  V 0 1 . 6 2 ,  N O . 1 3 ,  P P . 1 1 4 1 - 1 1 4 7 , 1 9 9 0
T h e  d i l f e r e n t i a t i o n  o f  p o l y p s  a n d  t h e i T  m u c o s a l  u l t r a s t r u d u r e
T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  A t s u s h i  K u r i h a r a ,  H i d e a k i  s u z u k i ,  T o s h i h i k o
K i k u c h i ,  K o j i  H 叱 a w a ,  H i d e y a  w a t a n a b e
A m .  J .  R h i n 0 1 .  V 0 1 . 4 ,  N O . 5 ,  P P . 1 5 9 - 1 6 2 , 1 9 9 0
仙 台 地 力 に お け る ス ギ 花 粉 丁 , 報 の 実 施 状 況
佐 竹 充 章 , 柴 原 裳 博 , 石 珂 元 市 , 高 坂 知 節
日 耳 鼻 .  V 0 1 . 9 3 ,  P P . 1 7 1 - 1 7 6 , 1 9 9 0
頸 振 後 眼 振 検 査 の 臨 床 的 検 討
川 瀬 哲 明 , 橋 本 名 , 小 池 修 治 , 乎 澤 由 紀 子 ( 高 橋 由 紀 了 ・ ) , 高 坂 知 節
耳 ι ; N 翻 床 .  V 0 1 . 8 3 ,  N O . 4 ,  P P . 5 3 1 - 5 3 6 , 1 9 9 0
ス ギ 花 粉 症 に 対 す る ト ラ ニ ラ ス ト の 予 防 効 果 ( 第 2 Ⅷ )
豊 嶋 勝 , 佐 竹 充 章 , 柴 原 義 博 , 高 坂 知 節 , 鈴 木 孚 , 堀 兇 キ , 矢 尾 板
範 子 , 菊 田 宣 男 , 小 野 寺 亮 , 角 安 雄
耳 鼻 展 .  V O ] . 3 3 , 補 ,  P P . 1 4 1 - 1 5 7 , 1 9 9 0
C o m p u t e r - a i d e d  t h r e e - d i m e n s i o n a l  r e c o n s t r u c t i o n  o f  t h e  i n n e r  h a i r  c e 1 1 S  a n d
t h e i r  n e r v e  e n d i n g s  i n  t h e  g u i n e a  p i g  c o c h l e a
S h o  H a s h i m o t o ,  R e b e r t  s .  K i m u r a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
A c t a  o t o l a r y n g 0 1  ( s t o d く h ) .  V 0 1 . 1 0 9 ,  P P . 2 2 8 - 2 3 4 , 1 9 9 0
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355誘発耳音劉放射と中耳動特性の相関
誘発耳音糾放射が最も明瞭に測定できる入力刺激音周波数にっいて
和田仁,小林俊光,火山健二,高坂知節
Audiol Jpn. V01.33, PP.137-143,1990
E丘ed of perilymphatic air perfusion on cochlear potentials
Toshimitsu Kobayashi, zenya lto, Takashi sakurada, Nobuyuki shiga,
Tomonori Takasaka
Acta otolaryng01 (stockh). V01.110, PP.209-216,1990
The e丘ects of pressure on cochlear microphonics in experimentaⅡy induced
hy山'opic ears in the guinea pig
Tetsuaki Kawase, Toshimitsu Kobayashi, Tomonori Takasaka, Hideichi
Shinkawa
Eur Arch otorhinolaryng01. VO].247, PP.364-367,1990
小耳換気チューブ釈羅術
小林俊光,佐竹11頂一',・平釋由紀f,,瑪坂知節
耳喉頭頸. V01.62, NO.12, PP.1055-1059,1990
セルテクトの通別件アレルギ・性郵炎患者に対する使用経験
佐竹充・章,柴原義博,人知証[暁,鈴木茂,神林潤一,渋谷守,小野寺
亮,板垣政信,仲;岡平子,桜田隆司,哩嶋勝,中川敏男,遠献里見,商
坂知節
耳'1、展. V01.33, NO.補 6, PP.727ーフ36,1990
Vanadate-induced intrace]1Ular calcium elevation in the stria vascularis of the
guinea pig : nuorescence ratio imagmg mlcroscopy
Katsuhisa lkeda, Yoshitaka saito, Tomonori Takasaka
Eur Arch otorhinolaryng01. V01.248, PP.19-20,1990
The cholinergic nerve system in the cochlea of cynomolgus monkey
Koji Hozawa, Robert s. Kimura, Tomonori Takasaka
Ear. Res. Jpn. V01.21, PP.141-142,1990
Is change in middle ear air volume l0ⅡOwing ventilation tube insertion a
reliable prognostia indicator ?
Mitsuko suetake, Toshimitsu Kobayashi, Tomonori Takasaka, Hideichi
Shinkawa
Acta otolaryng01 (stockh). SUPPI. V01.471, PP.73-80,1990
穆出忰小耳炎の柄態と抗アレルギー薬
■坂知節
JOHNS. V01.フ, NO.2, PP.209-215,1991
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溶 出 性 中 耳 炎 商 度 熱 聴 に 移 行 し や す い
品 坂 知 節
M o d e r n  M e d i d n e .  V 0 1 . 2 0 ,  N O . 6 ,  P P . 1 8 - 2 3 , 1 9 9 1
ス ギ 花 粉 飛 散 と 気 象 因 了
柴 原 義 博 , 高 坂 知 節 , 稲 村 喧 樹 , 佐 竹 允 章 , 佐 藤 礼 子 , 石 垣 元 市
ヨ ι ゛ 誌 .  V 0 1 . 2 9 ,  N O . 2 ,  P P . 2 9 7 - 2 9 9 , 1 9 9 1
治 療 に お け る 耳 科 翔 液 の 位 胤 村 け
池 田 勝 久 , 高 坂 知 節
M E D I C A L  D I G E S T .  V 0 1 . 4 0 ,  P P . 1 0 - 1 3 , 1 9 9 1
学 校 検 診 に お け る 溶 出 性 中 耳 炎 の 検 出
本 橋 ほ づ み , 小 林 俊 光 , 豊 嶋 勝 , 人 平 裕 子 , 石 戸 谷 雅 子 , r 高 坂 知 節 ,
ム Σ ・ 子 ・
1 Ⅱ ι
_ ! 1 金 .
O t o ]  J p n .  V 0 1 . 1 ,  N O . 2 ,  P P . 2 0 ・ ・ 2 4 , 1 9 9 1
港 出 忰 中 耳 炎 予 後 予 測 へ の 判 断 分 析 導 入 の 試 み
末 武 光 子 , 小 林 俊 光 , 商 坂 知 節 , 関 田 康 慶 , 濃 沼 信 夫
O t o l  J p n .  V 0 1 . 1 ,  N O . 2 ,  P P . 1 1 - 1 5 , 1 9 9 1
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 に よ る 補 聴 器 の 開 発
人 山 健 二 , 商 坂 匁 1 節 , 鈴 木 陽 一 , 曽 根 敏 夫
, 丙 態 生 理 .  V 0 1 . 1 0 ,  N O . 8 ,  P P . 6 3 6 - 6 4 2 , 1 9 9 1
C o c h l e o t o x i c i t y  o f  o t i c  d r o p s  i n  n o r m a l  a n d  i n f e c t e d  e a r s
K a t s u h i s a  l k e d a ,  T e t s u o  M o r i z o n o ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
C o n f e r e n c e  o n  t h e  E u s t a c h i a n  T u b e  a n d  M i d d l e  E a r  D i s e a s e s .  V 0 1 . 7 9 ,  P P
7 9 - 8 4 , 1 9 9 1
ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 一 座 談 会 記 録
石 川 哮 ( 司 会 ) , 商 坂 知 節 , ◇ 野 昭 義
呼 吸 .  V 0 1 . 1 0 ,  N O . 1 2 ,  P P . 1 3 9 1 - 1 4 0 0 , 1 9 9 1
高 位 頚 耐 " k 球 症 例 慢 性 中 耳 炎 合 併 例 の 術 中 所 見 一
局 橋 辰 , 小 林 俊 光 , 石 戸 谷 雅 f , 高 坂 知 節
O t o l  J p n .  V 0 1 . 1 ,  N O . 5 ,  P P . 8 0 - 8 3 , 1 9 9 1
顔 面 神 経 麻 癖 に 対 す る 大 批 ス テ ロ イ ド 療 法 の 治 療 効 果
小 池 修 二 , 橘 本 省 , 桜 山 隆 司 , 豊 嶋 勝 , 石 垣 尤 章 , 高 坂 知 節
F a c i a l  N  R e s  J p n .  V 0 1 . 1 1 ,  P P . 1 5 9 - 1 6 2 , 1 9 9 1
咽 喉 頸 異 " 常 感 症 因 ・ f に よ る 態 名 の 分 類 と 和 漢 薬 の 送 択
池 田 勝 久 , , 窃 坂 知 節
和 漢 医 薬 学 会 誌 .  V 0 1 . 8 ,  P P . 4 1 0 - 4 1 1 , 1 9 9 1
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3 6 7
3 6 8
3 7 4
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375Effect of neuroregulators on the intraceⅡUlar calcium levelin the outer hair cel]
isolated hom the guinea pig
Katsuhisa lkeda, Yushitaka saito, Akinori Nishiyama,
TomonoriTakasaka
ORL. VO].53, PP.78-81,1991
Otic preparations altered permeability and thickness of the round window
mem愉'ane olthe chinchiⅡa
Katsuhisa lkeda, Tetsuo Morizono, Tomonori Takasaka
ORL. V01.53, PP.91-93,1991
溶出性中耳炎の重症度・予後と中耳含気腔容枯
末武光子,小林俊光,高坂知節,新川秀^・
Π耳'1.. V01.93, PP.1347-1353,1991
Microtubules of guinea pig cochlear epithelial ceⅡS
Toshihiko Kikuchi, Tomonori Takasaka, Akira Tonosa]くi, Yukio Katori,
Hideichi shinnkawa
Acta 0加laryng01 (stockh). V01.111, PP.286-290,1991
Vestibular sympathetic nervous system in guinea pig
Koji Hozawa, Tomonori Takasaka, Robert s. Kimura
Ada otolaryng01 (stockh) SUPPI.481, PP.95-96,1991
E丘ed of hypoxia and turosemide upon spontaneous otoacoustic emission ln
the g加nea pig
N20kilnamura, Kenji ohyama, Yutaka sasaki, Toshim北SU Kobayashi,
Hiroshi wada, Tomonori Takasaka
Otol Jpn. V01.1, NO.1, PP.40-45,1991
Bilatera】 congenital cholesteatomas associated with ossicular anomalies : a case
repml
Mitsuko suetake, Toshimitsu Kobayashi, Tomonori Takasaka
Am. J. ot01. V01.12, NO.2, PP.132-134,1991
鼻アレルギーに対するノイロトイビン錠の臨床評価至適用議の検討
奥田稔,1巧坂知節,白士正人,佐竹充章,菊地俊彦,内園明裕他72名
色§学と薬学. V01.25, NO.4, PP.1199-1222,1991
ラウドネス補償特性を有するディジタル補聴器の・構成法
浅野太,鈴木陽一,曽根敏犬,林哲夫,佐竹充章,大山健_'.,小林俊
光,高坂知節
Π本音響学会'志. V01.47, NO.6, PP.373-379,1991
376
37フ
378
379
380
39
3別
382
383
4 0
3 8 4
O F L X 単 独 投 5 ・ に よ る 中 耳 手 術 後 感 染 予 防
艘 嶋 勝 , 小 林 俊 光 , 商 坂 知 節 , 太 武 光 子 , 湯 浅 涼 , 荒 井 英 爾 , 沖 津 卓
遠 藤 甲 . 見 , 鈴 木 炭
^
,
H ! ι I N 顎 床 .  V 0 1 . 8 4 ,  N O . フ ,  P P . 1 0 0 9 - 1 0 1 6 , 1 9 9 1
T h e  i o n i c  a n d  e l e d r i c  e n v i r o n m e n t  i n  t h e  e n d o l y m p h a t i c  s a c  o f  t h e  c h i n c h i 1 1 a
R e l e v a n c e  t o  t h e  l o n g i t u d i n a l  a o w
K a t s u h i s a  l k e d a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
H e a r  R e s .  V 0 1 . 5 4 ,  P P . 1 1 8 - 1 2 2 , 1 9 9 1
中 耳 手 術 後 感 染 予 防 1 こ 対 す る オ フ ロ キ サ シ ン の 有 用 性 に つ い て
豊 1 鳴 勝 , 小 林 俊 光 , 佐 々 ( 高 綱 , 商 坂 知 節 , 末 武 光 ・ f , 湯 浅 涼 , 抗 井
英 鯛 , 沖 津 卓 二 , 粟 田 Π 敏 一 , 遠 藤 里 見 , 鈴 木 茂 , 富 岡 幸 子
日 本 耳 ι ; 部 因 1 喉 科 感 染 症 研 究 会 .  V 0 1 . 9 ,  N O . 1 ,  P P . 2 4 8 - 2 5 2 , 1 9 9 1
化 1 膿 竹 1 中 耳 炎 お よ び 外 耳 道 炎 に 対 す る  N Y - 1 9 8  ( L e m e f l o x a d n ) 耳 用 液 の 薬 効
評 価
豊 嶋 勝 , 小 林 俊 光 , 1 瑪 坂 知 節 , 1 」 _ 1 田 公 彦 , 志 賀 伸 之 , 石 戸 谷 雅 ・ f
耳 ι : 1 . 展 .  V 0 1 . 3 4 ,  N O . 補  3 ,  P P . 2 飢 一 2 7 0 , 1 9 9 1
い わ ゆ る 鼓 膜  e p i d e r m o s i s
小 林 俊 光 , 商 坂 知 節
耳 鼻 臨 床 .  V 0 1 . 8 4 ,  N O . 8 ,  P P . 1 0 3 8 - 1 0 3 9 , 1 9 9 1
聴 覚 障 害 補 償 へ の デ ィ ジ タ ル 技 術 の 応 用
ラ ウ ド ネ ス 補 償 デ ィ ジ タ ル 計 削 穂 器 の 開 発
大 山 健 ム , 高 坂 知 節
Π 本 音 糾 学 会 誌 .  V 0 1 . 4 7 ,  N O . 1 0 ,  P P . 7 6 6 - フ 7 1 , 1 9 9 1
S p o n t a n e o u s  o t o a c o u s t i c  e m i s s i o n s  i n  t h e  g u i n e a  p i g
K e n j i  o h y a m a ,  H i r o s h i  w a d a ,  T o s h i m i t s u  K o b a y a s h i ,
T o m o n o r i  T a k a s a k a
H e a r  R e s .  V 0 1 . 5 6 ,  P P . 1 1 1 - 1 2 1 , 1 9 9 1
E 丘 e c t  o f  p H  o n  i n t r a c e ] 1 U l a r  c a l c i u m  l e v e l s  i n  i s o l a t e d  c o c h l e a r  o u t e r  h a i r  c e Ⅱ S
O f  g u i n e a  p i g
K a t s u h i s a  l k e d a ,  Y o s h i t a k a  s a i t o ,  A k i n o r i  N i s h i y a m a ,
T o m o n o r i  T a k a s a k a
A m .  J .  p h y s i o l  s o c ,  P P . C 2 3 1 - C 2 3 6 , 1 9 9 1
1 」 恨 除 よ り 刺 入 し た 上 顎 洞 竹 片 異 物 症 例
豊 嶋 勝 , 橋 本 省 , 小 林 俊 光 , " 坂 知 節
耳 ι 革 廐 床 .  V 0 1 . 8 4 ,  N O . 1 2 ,  P P . 1 7 3 5 - 1 7 3 9 , 1 9 9 1
3 8 5
3 8 6
3 8 7
3 8 8
3 8 9
3 9 2
3 9 0
3 9 1
393内耳における交感神経分布
朴沢孝治,高坂知節
耳鼻と臨床. V01.37, NO.補 6, PP.1207-1211,1991
E丘ect on cochlear potentia]s of lateral semicircular canal destruction
Toshimitsu Kobayashi, Nobuyuld shiga, Koji Hozawa, sho Hashimoto,
Tomonori Takasaka
Arch otolaryngol Head Neck surg. V01.117 NOV, PP.1292-1295,1991
Bone destruction mechanisms in chronic otitis media with cholesteatoma
SpeC辻ic production by cholesteatolna tissue in culture of bone-resorbing
activity attributable to interleukin-1 alpha
Atsushi Kurihara, Masaru Toshima, Ryo Yuasa, Tomonori Takasaka
Ann oto Rhin0 1"aryng01. V01.100, NO.12, PP.989-998,1991
Astemizo]e (NJD-30)の鼻アレルギーに対する臨床試験
ーー Ketotifen fumarateを対照粲とした'二重盲検j則愛試験一・・
奥田稔,商坂知節,菊地俊彦,柴原義博,水野哲夫他62名
耳ι;1_展. V01.34, NO.補4, PP295-312,1991
スギ花粉症に対する塩酸アゼラスチンの予防効果
"嶋勝,柴原義博,稲村偵樹,高坂知節,小野寺売,粟田Π敏',沖
津卓二,荒井英儒,高橋健一,中谷俊彦,谷口和彦,河本和友,太武光子,
湯浅涼,佐竹充章,遠藤里見,六郷正暁,1ⅡIU公彦,中川敏男,鈴木
茂,高橋由紀子,,占賀伸之,板垣政信,桜井時雄,鈴木直弘,渋谷守,
堀克孝,欠尾板範f佐久間真弓,角安雄,鈴木孚,釡f」111」◆.,
耳W.展. V0134, NO.8, PP.655-671,1991
Ca]cium channelin isolated outer hair ce11S of guinea pig cochlea
Takashi Nakagawa, seiji Kakehata, Norio Akaike, shizuo Komune,
Tomonori Takasaka, Takuya uemura
Neurosci Le仕. V01.125, PP.81-84,1991
遂顕百「スギ花粉恬報」亊始め
商坂知節
n乎吸. V01.11, NO.12, PP.1527,1992
マウス頭叢冠培養系による骨吸収活性測定法
豊嶋勝,東海林史,小林俊光,高坂知節
Π本旦 4U1因喉科免疫アレルギー学会i;'. V01.10, PP.62-69,1992
内然発症内己免疫疾態、モデル動物MRLnprマウスにおける聴力陣筈
小池修二,單刈千賀志,朴沢孝治,稲村直樹,柴原義",局坂知節
日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会誌. V01.10, PP.10-18,19兜
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急 竹 中 耳 炎 後 に 発 症 し た i 両 仙 川 ¥ - M o n d i n i 型 内 耳 奇 形 と 制 膜 炎
小 林 俊 光 , 中 塚 滋 , " 坂 知 節
J O H N S .  V 0 1 . 8 ,  N O . 2 ,  P P . 4 1 3 - 4 1 7 , 1 9 9 2
扇 桃 B 細 胞 と そ の 機 能 一 l g A 臂 症 症 例 の 局 桃 に お け る B 細 胞 の 免 投 応 符
草 刈 千 賀 ' , 能 勢 真 人 , 京 極 方 久 , 高 坂 知 節
Π 本 局 桃 研 究 会 .  V 0 1 . 3 1 ,  P P . 1 6 8 - 1 7 1 , 1 9 9 2
[ 気 象 払 ・ 季 節 病 と そ の 臨 床 ]  6 . 花 粉 症
柴 原 義 博 , 稲 村 直 樹 , , 高 坂 知 節
日 本 医 師 会 雑 誌 .  V 0 1 . 1 0 7 ,  N O . Ⅱ ,  P P . 1 9 9 1 - 1 9 9 4 , 1 9 9 2
放 射 線 治 療 と レ ー ザ ー 治 療  R a d i o t h e r a p y  a n d  L a s e r  s u r g e r y
小 林 俊 光 , 千 葉 敏 彦 , 商 坂 知 節 , 池 Ⅲ 勝 久 , 橋 本 省
Π 木 レ ー ザ ー 践 学 会 会 ' 占 .  V 0 1 . 1 3 ,  N 0 3 ,  P P . 2 5 - 2 9 , 1 9 9 2
A u d i 0 1 0 g i c a l  f i n d i n g s  i n  a c o u s t i c  n e u r o m a s
S h o  H a s h i m o t o ,  N a o k i l n a m u r a ,  K a n a k o  F u r u k a w a ,  s h i n  T a k a h a s h i ,
T a l く a s h i  s a k u r a d a ,  M a s a r u  T o s h i m a ,  M o t o a l d  l s h i g a k i ,  s h u j i  K o i k e ,
T o m o n o T i  T a k a s a k a
A c o u s t i c  N e u r o m a ,  P P . 1 9 - 2 2 , 1 9 9 2
S t r a t e g y  f o r  t h e  e a r l y  d i a g n o s i s  o f  a c o u s t i c  n e u r o m a s
S h o  H a s h i m o t o ,  M a s a r u  T o s h i m a ,  T a k a s h i  s a k u r a d a ,  M o t o a k i l s h i g a k i ,
S h u j i  K o i k e ,  N a o k i l n a m u r a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
A c o u s t i c  N e u r o m a ,  P P . 8 3 - 8 6 , 1 9 9 2
T u m o r  g r o w t h  r a t e  a n d  t i m i n g  o f  s u r g e r y
S h o  H a s h i m o t o ,  s h u j i  K o i k e ,  M a s a r u T o s h i m a ,  M o t o a k i l h i g a k i , T a k a s h i
S a k u r a d a ,  T o m o n o r i  T a k a s a l く a
A c o u s t i c  N e u r o m a ,  P P . 1 8 7 - 1 8 9 , 1 9 9 2
A c h  a c t i v a t e s  i n o s i t o l  p h o s p h a t e  c a s c a d e  v i a  a  p T X - s e n s i t i v e  G - p r o t e i n  i n
d i s s o c i a t e d  o u t e r  h a i Y  c e Ⅱ S  o f  g u i n e a - p i g  c o c h l e a
S e i j i  K a k e h a t a ,  T a k a s h i  N a k a g a w a ,  N o r i o  A k a i k e ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
P r o c .  s e n d a i  s y m p o s i u m .  V 0 1 . 2 ,  P P . 2 5 - 2 9 , 1 9 9 2
K T P / 5 3 2  レ ー ザ ー の 耳 科 丁 術 に お け る 有 用 件
小 林 俊 光 , 石 戸 谷 雅 f , 鈴 木 雅 明 , 熊 谷 重 城 , " 坂 知 節
第 1 3 回 H 本 レ ー ザ ー 既 学 会 大 会 大 会 論 文 簗 .  P P . 5 4 7 - 5 5 0 , 1 9 9 2
1 0 n  c h a n n e l s  i n  t h e  ] u m i n a l  m e m b r a n e  o f  t h e  m a r g i n a l  c e Ⅱ
H i r o s h i  s u n o s e ,  K a t s u h i s a  l k e d a ,  Y o s h i t a k a  s a i t o ,  A k i n o r i  N i s h i y a m a ,
T o m o n o r i  T a k a s a k a
P t o c  s e n d a i  E a r  s y m p o s i u m ,  P P . 3 7 - 3 9 , 1 9 9 2
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412耳音劉放身1の臨床1心、用に関する最近の知見
,瑚坂女U節,大Ⅱ_1健__ニ
耳'村顎床. V01.85, NO.5, PP.673-681,1992
逓年竹アレルギーに対する WAL8侃CL (塩陵epi始Stine)の臨床評価
山.坂知節,柴原義陣,稲村直樹,富岡幸・f,川中正浄i,丹野暫了',湯浅
涼,太武光子,小野寺亮,荒井英儒,省川加奈、f,遠藤Ⅲ兌,佐竹充市
耳ι革展. V01.35, NO.補 5, PP.409-422,1992
Quantitative carbohydrate analyses ofthe tedorialand otoconial membranes of
the guinea pig
Hideald suzuki, Yuan c, Lee, Masayoshi Tachibana, Koji Hozawa,
Hideya wataya, Tomonori Takasaka
Hear Res. V01.60, PP.45-52,1992
企成分耳音劉放射(DPOAE)による鄭γ卜機能のi泙価
人11_1虻_ニ.,豹1川イ_ニ,1!i坂知節
Audiol Jpn. V0135, PP.46-55,1992
ヒトにおιナる Synchronous evoked otoacoustic emissionS の打1ⅡⅡ
和川仁,人1[1健_ニ,商坂知節
Audiol Jpn. V0135, PP.56-63,1992
Intrace11Ular pH regulation in iso]ated cochlear outer hair ceⅡS of the guinea-
Plg
Katsuhisa lkeda, Yoshitaka saito, Akinori Nishiyama,
Tomonori Takasaka
Journal of physi010gy. V01.447, PP.627-648,1992
FAST (Fluorescence AⅡergosorbent Test:蛍光酵素免疫測定法)による総
IgE および特異lgE抗休の1則定
小川武lf,高坂知節,石川哮
アレルギー. V01.41, NO.2, PP.93-105,1992
通郁竹.アレルギー竹メ;,、炎に対する減感f肖寮法
ノイロトロビン併用減感作療法の検討
奥Ⅲ稔,高坂知節,角安雄,柴原義博,佐々木聖他46名
耳玉1.凱,床. V01.85, NO.1, PP.137-153,1992
GVHD に見られる外ヨJ剣帝病変
鈴木耽明,朴沢孝治,八人沼裕司,志賀伸之,高坂知節
耳喉頭頸. V01.64, N03, PP.169-172,1992
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化 膿 性 中 ヨ 炎 に 対 し て の C e f u r o x i m e a x e 印 の 基 礎 的 ・ 臨 床 的 検 討
" 坂 知 節小 杁 俊 光 , 佐 々 木
1 1 1 1
、 ゛ . ,
耳 ι ; 1 展 .  V 0 1 . 3 5 ,  N 0 ネ 彪 ,  P P . 1 2 9 - 1 3 8 , 1 9 9 2
仙 台 i l i に お け る 三 才 児 検 診 の 現 況
豊 嶋 勝 , 小 林 俊 光 , 石 戸 谷 雅 ・ f , 商 坂 知 節 , 金 ・ f
」 Ⅱ 1
堀 克 キ , 沖 洋κ 〒 . ,
中 _ ニ , 永 漢 h [ 昭
A u d i o l  J p n .  V O ] 3 5 ,  P P . 1 2 0 - 1 2 6 , 1 9 9 2
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S e i j i  K a k e h a t a ,  T a k a s h i  N a k a g a w a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  N o r i o  A k a i k e
B r a i n  R e s .  V 0 1 . 5 7 4 ,  P P . 2 1 - 2 5 , 1 9 9 2
L e v o f l o x a c i n  の 中 耳 炎 お よ ひ 外 耳 炎 に 対 す る 第 Ⅲ 相 ' 般 臨 床 試 験
石 井 哲 夫 , " 坂 知 節 , 小 林 俊 光 , 佐 竹 順 一 , 桜 井 " 占 鱒 , 池 川 勝 久 , 出 口 浩
他 1 0 0 人
C H E M O T H E R A P Y .  V 0 1 . 4 0 ,  N O . S - 3 ,  P P 3 3 4 - 3 5 1 , 1 9 9 2
L e v o f l o x a c i n  の 婦 桃 炎 , 咽 喉 頭 炎 お よ び 唾 液 腺 炎 に 対 す る 有 用 性 検 討
大 1 _ 1 _ 1  勝 , 商 坂 知 節 , 小 林 俊 光 , 佐 竹 1 順 ^ ・ , 桜 井 時 雄 , 池 小 勝 久 , 出 Π 浩
他 1 0 0 名
C H E M O T H E R A P Y .  V 0 1 . 4 0 ,  N O . S - 3 ,  P P 3 5 2 - 3 6 4 , 1 9 9 2
L e v o f l o x a d n  の 副 玉 Ⅲ 控 炎 に 対 す る ー ' 般 臨 床 試 験
' 蠣 場 駿 吉 , 商 坂 知 節 , 小 林 俊 光 , 仏 竹 順 ・ ー , 桜 井 時 雛 , 池 Ⅱ 1 勝 久 , 出 Π 浩 ・ ・ '
他 1 0 0 名
C H E M O T H E R A P Y .  V 0 1 . 4 0 ,  N O S - 3 ,  P P . 3 6 5 - 3 7 8 , 1 9 9 2
N a 十 一 c a 2 +  e x c h a n g e  i n  t h e  i s o l a t e d  c o c h l e a r  o u t e T  h a i r  c e Ⅱ S  o f  t h e  g u i n e a - p i g
S t u d i e d  b y  f l u o r e s c e n c e  i m a g e  m i c r o s c o p y
K a t s u h i s a  l k e d a ,  Y o s h i t a k a  s a i t o ,  A k i n o r i  N i s l 〕 i y a m a ,
T o m o n o r i  T a k a s a k a
P f u g e r s  A r c h  ( E u r o  J .  p h y s i o D  .  V O ] . 4 2 0 ,  P P . 4 9 3 - 4 9 9 , 1 9 9 2
真 珠 腫 性 中 叫 ・ 炎 骨 Υ 脚 褒 に お け る  I L - 1 α ,  T N F a
豊 嶋 勝 , 小 林 俊 光 , ' 瑪 坂 知 節
炎 症 .  V O ] . 1 2 ,  N O . 4 ,  P P 3 3 3 - 3 3 8 , 1 9 9 2
W A L 8 0 I  C 上 ( e p i 始 S t i n e ) 錠 の 通 隹 十 上 鼻 ア レ ル ギ ー に 対 す る 臨 床 初 期 第 Ⅱ 相
試 験
奥 Ⅱ 1  稔 , 朴 沢 二 郎 , , 巧 坂 知 節 , 佐 竹 允 章 , 真 栄 城 徳 秀 他
耳 鼻 展 .  V 0 1 . 3 5 ,  N O . 有 柁 ,  P P . 6 1 - 7 9 , 1 9 9 2
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430慢件鼻削鼻腔炎に対する漢方製剤の治療成紙
辛夷力判市陽と四逆散の臨床効果
桜川隆"],池田勝久,闘坂女岻哘,述膝那.見,11_川1公彦,小里f寺亮,松谷
平子,石戸谷雅了
耳'贈'床. V01.85, NO.8, PP.1341-1346,1992
ι;.{すすりが誘因の中耳病変
小林俊光,八人沼裕,・ij,商坂知節
耳'吽矣頭頸. V01.64, NO.9, PP.648-649,1992
IgA1 10calization in tonsi11ar fo]1icular dendritic ce11S is chaTacteristic of lgA
nephropathy
Chikashi Kusakari, Tomonori Ta1ζasaka, Masato Nose,
Masahisa Kyogoku
Advances in oto-Rhino-Laryng010gy. VO].47, PP.222-226,1992
峠γ1→唖孔中耳根本f・術後の1怯示の'因
小林俊光,瞥嶋勝,八小沼裕司,商坂知節
叫'4N顎床. V01.85, NO.10, PP.1563-1570,1992
E丘ects of ca2+ antigonists and amin0創ycoside antibiotics on ca2+ current in
islated outer hair ceⅡS of guinea pig cochlea
Takashi Nakagawa, seiji Kakehata, Norio Akaike, shizuo Komune,
Tomonori Takasaka, Takuya uemura
Brain Res. V01.580, PP345-347,1992
MRL/MP-1Pr/]pr mouse as a model of immune-induced sensorlneural
hearing loss
Chikashi Kusakati, Koji Hozawa, shuji Koike, Masahisa Kyogoku,
Tomonori Takasaka
Ann oto Rhino Laryng01. VO].101, NO.10, PP.82-86,1992
OJ剰"竹中耳炎に合併したBezold膿揚の 1例
占川加奈子,抗井英鯛,小林俊光,問坂知節
日叫'ι゛. V01.95, PP.1901-1905,1992
、下;知片介併U卯余を要した顎、ド}保腫揚の H列
佐竹允市,松浦・登,遠献里兒,商坂知節,湯Ⅷ文朗
山形市力二病院済牛館医誌. VO].17, NO.1, PP,130-135,1992
モルモットのDPOAEに対する中耳動特性の影糾
火山健二,仏藤洞托葱,闘坂知節,和田仁
Audiol Jpn. V01.35, PP.666-674,1992
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錐 体 部 真 珠 肺 5 症 例
豊 嶋 勝 , 小 林 俊 光 , 高 坂 知 節
O t o l J p n .  V 0 1 . 2 ,  N O . 5 ,  P P , 6 3 4 - 6 4 1 , 1 9 9 2
P a l a t o - p h a r y n g o - 1 a r y n g e a l  m y o d o n u S  の ー ー む 創 列
佐 々 木 高 綱 , 橋 本 省 , , 瑚 坂 知 節
1 1 侯 頭 .  V 0 1 . 4 ,  N O . 2 ,  P P . 1 4 7 - 1 5 3 , 1 9 9 2
原 発 性 孤 立 性 蝶 形 骨 洞 真 菌 症 の 1 症 例
鈴 人 秀 明 , 千 葉 敏 彦 , 高 坂 知 節
耳 Π 侯 頭 頸 .  V 0 1 . 6 4 ,  N O . 1 3 ,  P P . 9 0 8 - 9 1 2 , 1 9 9 2
A  d i g i t a l  h e a r i n g  a i d  t h a t  c o n p e n s a t e s  l o u d n e s s  f o r  s e n s o r i n e u r a 1 1 m p a i r e d
I i s t e n e r s
F u t o s h i  A s a n o ,  Y o i t i  s u z u k i ,  T o s h i o  s o n e ,  M i t s u a k i  s a ね k e ,  K e n j i
O h y a m a ,  T o s h i m i t s u  K o b a y a s h i ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
B r a i n  R e s .  V 0 1 . 5 9 0 ,  P P . 5 3 - 6 5 , 1 9 9 2
G l y c i n e  r e s p o n s e  i n  i s o l a t e d  d o r s a l  c o c h l e a r  n u d e u s  o f  C 5 7 B L / 6 J .  m o u s e
S e i j i  K a k e h a t a ,  T a l く a s h i  N a k a g a w a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  N o r i o  A k a i k e
B r a i n  R e s .  V 0 1 . 5 7 ,  N O . 1 - 2 ,  P P . 2 1 - 2 5 , 1 9 9 2
睡 貞 頸 部 痛 ] 耳 痛 ・ 鼻 痛 ・ 口 腔 ・ 舌 の 痛 み
高 坂 知 節
総 介 臨 床 .  V 0 1 . 4 2 ,  N O . 1 0 ,  P P . 2 8 7 8 - 2 8 8 0 , 1 9 9 3
A g e - r e l a t e d  c h a n g e s  i n  t h e  M o n g o l i a n  g e r b Ⅱ  C o c h l e a
T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  K e n j i  o h y a m a ,  K o j i  H o z a w a ,  H i r o s h i  s u n o s e ,  R e i k o
S a t o ,  z h e n g  Y u l i a n
T h e  A u d i o t o r y  s y s t e m ,  P P . 1 - 6 , 1 9 9 3
呼 吸 _ 1 二 皮 の  m u c o u s  b ] a n k e t  の 超 微 枇 造
朴 沢 孝 治 , 古 出 真 次 , 闘 坂 知 節
日 ι ゛ 姦 七 .  V 0 1 . 3 1 ,  N O . 2 ,  P P 2 6 4 ・ 、 2 6 8 , 1 9 9 3
掬 科 関 迎 異 物 の 診 断 と 摘 出 法
豊 嶋 勝 , 小 林 俊 光 , 高 坂 知 節
J O H N S .  V O ] . 9 ,  N O . 3 ,  P P . 4 6 3 - 4 6 9 , 1 9 9 3
I g A 腎 症 に お け る 扇 桃 り ン パ 球 の 払 原 性 の " j 能 件 に 関 す る 研 究
S C I D - H U マ ウ ス を 用 い た 何 " 斤 一
草 刈 千 賀 心 , 商 坂 知 節
日 本 府 桃 研 究 会 ( 第 3 2 印 D  .  V 0 1 . 3 2 ,  P P . 1 6 2 - 1 6 4 , 1 9 9 3
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449モルモット耳石に存在する 58kDa糖缶白
鈴人秀明,商坂知節
Otol Jpn. V013, NO.2, PP.153-157,1993
Morphopath010gy of the tympanic membrane: in vlvo and in vitro
Yuji Yaginuma, Koji Hozawa, Tomonori Takasaka
Recent Advances in otitis Media, PP.507-509,1993
450
451 Functional morph010gy of mucous blanket o{ guinea pig eustachain tube
Koji Hozawa, shinji Yoshida, Tomonorl Takasaka
Recent Advances in oti百S Media, PP.71-73,1993
4訟 Use of surfadant in the treatment of secretory otitis media: a preliminary
report
Toshimitsu Kobayashi, Yuji Yaginuma, Masaru Toshima, Nobuyuki
Shiga, Koji Hozawa, shinji Yoshida, Masako lshidoya, Tomonori
Takasaka
Recent Advances in otitis Media, PP.286-289,1993
声門部喉頭癌Tリ.三例の放射線治捺
下葉敏彦,橋本省,,巧坂知節
喉頭. V01.5, NO.2, PP.160-163,1993
Benefits and complications of ototoplcal drugs m otitis media with spescial
teference to the round window membrane
Katsuhisa lkeda, Tomonori Takasaka
Cholesteatoma and Mastoid surgery (proceeding of the Fouth ln・
ternational conference Niigata), PP.329-332,1993
453
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455Interaction between lL-1 αand TNF a m cholesteatoma
Masaru Toshima, Toshimitsu Kobayashi, Fumi shoji, Masanobu ltagaki,
Tomonori Takasaka
Cho]esteatoma and Mastoid surgery(proceed血g of the Fourth lnter・
nationaD , PP.97-102,1993
Cytokine network in cholesteatoma
Masaru Toshima, Masanobu ltagaki, Fumi shoji, Toshimitsu Kobayashi,
Tomonori Takasaka
Cholesteatoma and Mastoid surgery(proceeding of the Fourth lnter・
natiolaD , PP.103-106,1993
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H e a r i n g  a n d  g l y c o c o n j u g a t e s : 1 0 c a l i z a t i o n  o f  L e y ,  L e x  a n d  s i a l o s y l - L e x  i n
g u i n e a  p i g  c o c h l e a ,  p a r t i c u l a r l y  a t  t h e  t e d o r i a l  m e m b r a n e  a n d  s e n s o r y
e p i t h e l i a  o f  t h e  o r g a n  o f  c o r t i
K o j i  H o z a w a ,  H i d e y a  工 入 7 a t a y a ,  T o m o n o r i  T a l く a s a k a ,  B r u c e  A .  F e n d e r s o n ,
S e n - i t i r o  H a k o m o r i
G l y c o b i 0 1 0 g y .  V 0 1 . 3 ,  N O . 1 ,  P P . 4 7 - 5 5 , 1 9 9 3
ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト 耳 小 骨 に よ る 連 鎖 、 河 建 術 の 検 肘
下 藥 俊 彦 , 小 林 俊 光 , 豊 嶋 勝 , 石 戸 谷 雅 子 , 八 木 沼 裕 " 1 , 闘 坂 知 節
耳 喉 頸 頸 .  V 0 1 . 6 2 ,  N O . 2 ,  P P . 1 1 1 - 1 1 5 , 1 9 9 3
鼻 す す り 溶 川 忰 中 耳 炎 鼻 疾 恕 、 と の 関 連 に つ い て ー ・
八 木 佐 井 谷 河 , 小 林 俊 光 , 高 坂 知 節
耳 鼻 臨 床 .  V 0 1 . 8 6 ,  N O . 5 ,  P P . 6 6 9 - 6 7 4 , 1 9 9 3
C e 1 1 U l a r  m e c h a n i s m  o f  a c e t y l c h o l i n e - i n d u c e d  r e s p o n s e  i n  d i s s o c i a t e d  o u t e r
h a i r  c e Ⅱ S  o f  g u i n e a - p i g  c o c h ] e a
S e i j i  K a k e h a t a ,  T a k a s h i  N a k a g a w a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  N o r i o  A k a i k e
J o u m a l  o f  p h y s i 0 1 0 g y .  V 0 1 . 4 6 3 ,  P P . 2 2 7 - 2 4 4 , 1 9 9 3
C a t e c h o l a m i n e r g i c  i n n e r v a t i o n  i n  t h e  v e s t i b u l a r  l a b y r i n t h  a n d  v e s t i b u l a r
n u d e u s  o f  g u i n e a  p i g
K o j i  H o z a w a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
A c t a  o t o l a r y n g 0 1  ( s t o c k h )  S U P P I . 5 0 3 ,  P P . 1 1 1 - 1 1 3 , 1 9 9 3
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生 休 の 科 学 .  V 0 1 . 4 7 ,  N O . 3 ,  P P . 2 3 3 - 2 3 6 , 1 9 9 6
鼻 す す り の 及 ぼ す 影 響
八 木 沼 裕 司 , 小 林 俊 光 , 滞 坂 知 節
J O H N S .  V 0 1 . 1 2 ,  N O . 3 ,  P P . 3 4 1 - 3 4 5 , 1 9 9 6
ブ レ ル ギ ー 性 鼻 炎 , 副 鼻 腔 炎 と サ イ ト カ イ ン ネ ッ ト ワ ー ク
鈴 木 秀 明 , 池 Ⅲ 勝 久 , 商 坂 知 節
図 説 耳 鼻 咽 1 喉 科 .  N E W A P P R O A C H  4 耳 昴 咽 喉 科 疾 恕 、 へ の 免 疫 学 的 ア プ
ロ ー チ ,  P P . 9 8 - 1 0 4 , 1 9 9 6
最 近 の 補 聴 器 技 術 の 進 歩
川 瀬 哲 明 , 鳥 坂 知 節
M O D E R N  M E D I C I N E .  V 0 1 . 3 ,  N O . 5 ,  P P 、 8 - 1 1 , 1 9 9 6
デ ジ タ ル 補 耽 器 ( ラ ウ ド ネ ス 補 償 型 ) の 効 果 と 適 応 そ の 初 期 絲 験 よ り
川 激 哲 明 , 品 坂 知 節
図 説 耳 鼻 咽 喉 科 .  N E W  A P P R O A C H 1 補 距 色 器 の 選 択 と 評 価 , P P . 1 4 1 - N 8 ,
1 9 9 6
U s h e r  症 候 群
大 島 猛 史 , 商 坂 知 節
図 説 耳 鼻 咽 1 喉 科 .  N E W A P P R O A C H  2 遺 伝 子 異 ' 常 と 耳 疾 患 ,  P P . 9 6 - 1 0 1 ,
1 9 9 6
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579Pathogenesis of attic retractions and a杜ic cho]esteatomas
Tonlonori Takasaka, Kouji Hozawa, Mika Adachi, Tetsuaki Kawase,
Nobuyuki shiga, Naohiro suzuki, Toshimitu Kobayashi
Cholesteatoma and Mastoid surgery, PP.1-6,1996
'・1.耳予術における顕微鏡と1大]視鏡の併用
高坂知節,佐藤利徳,小林俊光
叫'ι翠1顎床. V01.89, NO.1, PP.8-9,1996
商齢者の九めの新しい補耽、器(クレイダ型完全デジタル補1使器)の開発
,瑪坂知節,川瀬哲明,高橋辰,Π高淵;史,曽根敏男,鈴木陽
耳ι;11喪. V01.39, NO.3, PP.237-245,1996
Bilateral sensorineural hearing loss associated with the point mutation in ml・
tochondrial genome
Takeshi oshima, Narihisa ueda, Katsuhisa lkeda, KO]1 Abe, Tomonori
Takasaka
Laryngoscope. VO].106, NO.1, PP.43-48,1996
二歳児健診で発見され丁・術を要した中耳疾恕、
高橋山紀f,小林俊光,朴沢孝治,闘坂知節
Audi01. Jpn. V01.39, PP.73-フフ,1996
エリスロマイシンの鄭γ仁屯位への影響
千柴敏彦,由栄,小林俊光,高坂知節
耳'゛臨床. V01.89, N03, PP.379-384,1996
ブブミ骨筋のAn6-Masking作用について
病的共同述動症例における検討一
川瀬哲明一洲崎洋,日高浩史,商坂知節
Oto]. Jpn. V01.6, NO.1, PP.52,1996
The Na-K-clcotransportersin the rat cochlea: RT-PCR and partialsequence
analysis
Hiroshi Hidaka, Takeshi oshima, Katsuhisa 11祀da, Masayuki Furukawa,
Tomonori Takasaka
Biochem and Biophys Res comm. V01.220, PP.425-430,1996
サイトケラチンを伴う上顎洞徹外形質細胞腫
鈴人禿明,一迫玲,稲村1白'樹,品坂知節
耳鼻臨床. V01.89, NO.4, PP.461-469,1996
映覚識別検査(smeⅡ ldenufication Test)の有用件に関する検討
多施設における検討
人IU 勝,「窃坂知節,池川勝久他18名
Πι;1而七. V01.34, NO.2, PP.24-31,1996
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T h e  h a b i t  o f  s n i f f i n g  i n  n a s a l  d i s e a s e s  a s  a  c a u s e  o f  s e c r e t o r y  o t i t i s  m e d e a
Y u j i  Y a g i n u m a ,  T o s h i m i t s u  K o b a y a s h i ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
A m .  J .  o t 0 1 .  V 0 1 . 1 7 ,  P P . 1 0 8 - H O , 1 9 9 6
食 道 魚 骨 異 物 の 統 計 的 観 察
中 林 成 一 郎 , 池 山 勝 久 , 闘 坂 知 節
口 気 食 会 報 .  V 0 1 . 4 7 ,  N O . 3 ,  P P . 1 0 8 - 1 1 0 , 1 9 9 6
R e d u c e d  r e t i c u ] i z a t i o n  o f  p a l a t i n e  t o n s i l s  w i t h  l g A  n e p h r o p a t h y
Y o k o  s a t o ,  o s a m u  H o t t a ,  Y o s h i o  T a g u m a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a ,  M a s a t o
N o s e  A c t a  o t o l a r y n g o l  s u p p l . 5 2 3 ,  P P . 1 8 9 - 1 9 2 , 1 9 9 6
C I A I D H A 型 ラ ウ ド ネ ス 補 償 デ ジ タ ル 補 聴 器 の 臨 床 的 評 仙 i に つ い て
日 高 浩 史 , 川 瀬 哲 明 , 高 橋 辰 , 平 野 浩 ム , 上 田 成 久 , 高 坂 知 節 , 坂 本
修 一 , 千 Ⅲ Ⅱ 治 , 小 澤 賢 司 , 鈴 木 陽 一 , 曽 根 敏 夫
Π 本 音 瓣 学 会 岫 覚 何 1 究 会 資 料  a 9 9 6 年 6  j ] 1 3  ・ 1 4 Π ) ,  P P . 1 - 8 , 1 9 9 6
・ 一 段 階 絲 珍 ) i 、 F 定 尺 度 法 に よ る ラ ウ ド ネ ス 関 数 の 測 定 に つ い て
鈴 人 陽 ・ ・ , 津 久 井 快 二 , 小 澤 賢 司 , 曽 根 敏 夫 , Π 高 浩 史 , 川 瀬 哲 明 , , 窃 坂
知 節
Π 本 音 糾 学 会 聴 覚 研 究 会 資 料  a 9 9 6 年 6  打  1 3  ・ 1 4 日 ) ,  P P . 1 3 - 1 4 , 1 9 9 6
1 点 覚 の 加 齢 変 化 と 純 音 マ ス キ ン グ パ タ ー ン
川 瀬 哲 明 , 洲 崎 洋 , 高 坂 知 節
耳 鼻 臨 床 .  V 0 1 . 8 9 ,  N O . 6 ,  P P . 6 8 1 - 6 8 5 , 1 9 9 6
急 激 な 聴 カ イ 氏 下 を き た し た U s h e r 症 候 群 Ⅲ 型 症 例
大 島 猛 史 , 平 野 ・ 浩 二 , 池 出 勝 久 , 高 坂 知 節
耳 喉 頭 頸 .  V 0 1 . 6 8 ,  N O . 6 ,  P P . 4 8 4 - 4 8 7 , 1 9 9 6
慢 性 副 鼻 腔 炎 に お け る 好 中 球 動 員 お よ び I L - 8 光 牛 に 対 す る マ ク ロ ラ イ ド 少 _ 吊
長 期 投 与 の 効 果
鈴 木 秀 明 , 池 田 勝 久 , 下 村 明 , 大 島 猛 史 , 中 林 成 ・ 郎 , 月 野 哲 子 , 高 坂
知 節
耳 鼻 展 .  V 0 1 . 3 9 ,  N O . 1 ,  P P 3 1 - 3 4 , 1 9 9 6
ヒ ト 培 養 粘 膜 上 皮 細 胞 及 び ヒ ト 培 養 鼻 腺 細 胞 に お け る マ ク ロ ラ イ ド の イ オ ン 輸
送 へ の 影 響
占 川 正 * , 池 幽 勝 久 , 大 島 猛 史 , 丹 野 哲 子 , 高 坂 知 節
耳 ι ゛ . 展 .  V 0 1 . 3 9 ,  N O . 1 ,  P P . 2 0 - 2 2 , 1 9 9 6
O s t i o m e a t a l c o m p l e X  の 病 変 と マ ク ロ ラ イ ド の 剣 J 果
池 田 勝 久 , 鈴 木 秀 明 , 人 島 猛 史 , 丹 野 哲 子 , ド 村 明 , 中 林 成 一 ・ 郎 , 占 川
止 宰 , 小 倉 正 樹 , , 瑪 坂 知 節
耳 4 N 長 .  V 0 1 . 3 9 ,  N O . 3 ,  P P . 2 3 7 - 2 4 5 , 1 9 9 6
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599Abnormalities and the implication of retinoblastoma locus and its prote]n
Product in head and neck cancers
Junkichi Yokoyama, Kiyoto shiga, Hironobu sasano, Mamoru suzuki,
Tomonori Takasaka
Anticancer Res. V01.16, PP.641-644,1996
600企成分耳音響放射に及ぼす年齢の影糾
局橋辰,池田勝久,商坂知節,大111健二,小林俊光,和Ⅲ仁
Π耳身_ V01.99, PP.978-984,1996
SubceⅡUlar distribution and pharmac010gicalidentification of Ml receptors m
the submucosal nasal gland acinar ceⅡS of guinea pigs
Seiichiro Nakabayashi, Katsuhisa lkeda, Akira shimomura, Dazheng wu,
Narihisa ueda, Masayuld Furukawa, Tomonori Takasaka
Am. J. Rhin010gy. V01.10, NO.3, PP.173-179,1996
Subce11Ular distribution of protein kinase c in the living outer hair ceⅡ of the
guinea pig cochlea
Narihisa ueda, Katsuhisa lkeda, Takeshi oshima, Mika Adachi,
Masayuki Furukawa, Tomonori Takasaka
Hear. Res. V01.94, PP24-30,1996
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Subjective and objective evaluation in endoscopic sinus surgery
Katsuhisa lkeda, YoshifumiKondo, Hiroshisunose, KojiHirano, Takeshi
Oshima, Akira shimomura, Hideald suzuki, Tomonori Takasaka
Am. J. Rhin01. V01.10, NO.4, PP.217-220,1996
Na十 K トーATpase activity in the cochlear lateral wa110f the gerbil
MasayukiFurukawa, Katsuhisa lkeda, SNnjiTakeuchi, Takeshioshima,
Toshihiko Kikuchi, Tomonori Takasaka
Neurosci l'ett. V01.213, PP.165-168,1996
604
605Distribution oi ca2+ channels on cochlear outer hair ceⅡS revealed by au、
Orescent dihydropyridines
Takeshj oshima, Katsuhisa 11くeda, Masayuki Furukawa, Narihisa ueda,
Hideaki suzuki, Tomonori Takasaka
Am. J. physi01, PP.C944-C949,1996
IgA nephropathy with poor]y developed ]ymphoepithelial symbiosis of the
Palatine tonsils
Yoko sato, osamu Hotta, Yoshio Taguma, Tomonori Takasaka, Masato
Nose
Nephron. V01.74, PP301-308,1996
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ス ギ 花 粉 症 に お け る プ ロ ピ オ ン 酸 フ ル チ カ ゾ ン 点 ι ; 品 こ よ る 初 期 治 療 の 効 果
中 林 成 ・ ・ ' 郎 , 鈴 木 心 弘 , 中 塚 滋 , 池 H 1 勝 久 , ● 坂 知 節 , 稲 村 1 白 1 射
Π 上 1  ι , 1 .  V 0 1 . 9 9 ,  P P . 1 1 6 2 - 1 1 7 1 , 1 9 9 6
M e c h a n i s m  o f  n e u t r o p h i l  r e c r u i t m e n t  i n d u c e d  b y  l L - 8  i n  c h r o n i c  s i n u s i t i s
H i d e a ] く i  s u z u l d ,  Y u i c h i  T a k a h a s h i ,  H i d e y a  w a t a y a ,  K a t s u h i s a  l k e d a ,
S e i i c h i r o  N a k a b a y a s h i ,  A k i r a  s h i m o m u r a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
J  A I ] e r g y  c l i n  l m m u n 0 1 .  V 0 1 . 9 8 ,  N 0 3 ,  P P . 6 5 9 - 6 7 0 , 1 9 9 6
C o m p a r i s o n  o f  c o m p l i c a t i o n s  b e t w e e n  e n d o s c o p i c  s i n u s  S 山 、 g e r y  a n d  c a l d w e Ⅱ 一
L u c  o p e r a t i o n
K a t s u h i s a  l k e d a ,  K o j i  H i r a n o ,  T a k e s h i  o s h i m a ,  A k i r a  s h i m o m u r a ,
H i d e a k i  s u z u k i ,  H i r o s h i  s u n o s e ,  Y o s h i f u m i  K o n d o ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
T o h o k u  J .  E X P .  M e d .  V O ] . 1 8 0 ,  P P . 2 7 - 3 1 , 1 9 9 6
C u l t u r e  a n d  c h a r a c t e r i z a t i o n  o f  h u m a n  n a s a l  g l a n d  c e Ⅱ S
M a s a y u k i  F u r u k a w a ,  M u t s u o  Y a m a y a ,  K a t s u h i s a  l k e d a ,  T a k e s h i o s h i m a ,
T o m o R o  s u z u k i ,  H i d e t a d a  s a s a k i ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
A m .  J .  p h y s i 0 1 .  V 0 1 . 2 7 1 ,  P P . L 5 9 3 - L 6 0 0 , 1 9 9 6
E n d o s c o p i c  l a s e r  s i n u s  s u r g e r y  u s i n g  K T P / 5 3 2  ] a s e r
K a t s u h i s a  l k e d a ,  T o m o n o r i  T a k a s a k a
L a s e r s  i n  M e d i c a l  s c i e n c e .  V 0 1 . 1 1 ,  P P . 1 3 3 - 1 3 8 , 1 9 9 6
ラ マ ト ロ バ ン の 鼻 ブ レ ル ギ ー 臨 床 第 Ⅲ 相 試 験 ・ ・ ・ テ ル フ ェ ナ ジ ン と の 比 較
1 、 与 場 駿 占 ,  f l , 坂 知 節 , チ 市 村 1 百 樹 , 池 旺 1 勝 久 , , 十 , 林 成 ' 郎 , 橋 本 省
耳 ι , 1 臨 床 . 補  8 7 ,  P P . 1 - 3 2 , 1 9 9 6
新 規 ト ロ ン ポ キ サ ン A 2 受 容 体 括 抗 薬 ラ マ ト ロ バ ン ( B A Y U 3 4 0 5 ) の 通 午 性 脚
ア レ ル ギ ー に 対 す る 臨 床 的 検 討 用 量 設 定 後 期 第 Ⅱ 相 試 験
馬 場 駿 吉 , 游 野 徳 二 . ' 1 , 坂 知 節 , , 1 晶 場 廣 太 郎 , 坂 倉 康 夫 , 石 川 哮 , 人 山
勝 , 小 島 光 好
臨 床 医 薬 .  V 0 1 . 1 2 ,  N O . 1 2 ,  P P . 2 5 6 1 - 2 5 9 1 , 1 9 9 6
通 年 十 N 革 ア レ ル ギ ー に ヌ 、 1 す る ラ マ ト ロ バ ン 田 A Y U 3 4 0 5 ) の 臨 床 試 験
・ ι ; 1 閉 に 対 す る 効 果 の 検 討
海 野 徳 三 , 高 坂 知 節 , 稲 村 直 樹 , 佐 藤 二 ξ 占 他 1 7 名
償 語 床 医 薬 .  V 0 1 . 1 2 ,  N O . 1 2 ,  P P . 2 5 9 3 - 2 6 1 1 , 1 9 9 6
口 内 法 に よ り 治 療 し た 顎 下 型 ガ マ 腫 の 1 例
狩 野 茂 之 , 池 田 勝 久 , 人 島 猛 史 , 門 野 哲 f , 、 ト 村 明 , 小 倉 1 モ 樹 , 商 坂 知 節
耳 喉 頭 頸 .  V O ] . 6 8 ,  N O . 8 ,  P P . 7 0 6 - 7 0 9 , 1 9 9 6
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616モルモット鄭¥卞基底板における進行波の観察
商橋 1武,商坂知節,人山健ム,和Ⅷ仁
Π耳鼻. V01.99, PP.1684-1693,1996
確気味覚検査の小耳術前検査としての有用性
八木祀揣§,、fl, d゛村麦光,斎由美了','1,坂知節
Π耳41. V01.99, PPI、1635-1640,1996
WGA lectin binding sites of the apical surface of corti epithelium: En、
hancement by back-scattered electron lmaglng ln gulnea-plg lnner ear
Yukio Katori, Akira Tonosaki, Tomonori Takasaka
J Electron Microsc. V01.45, PP.207-212,1996
E丘ects olprotein kinase c on the Na+-H十 exchange in the cochlear outer hair
CeⅡ
Katsuhisa lkeda, Hiroshi sunose, Tomonori Takasaka
Ada otolaryng01 (stockh). V01.116, PP.828-832,1996
鼻アレルギー鼻半胡英組織中の各浸湘細胞に対する抗原誘充及びステロイド41・腔
内投与の影鷲
'・1.林成・-R",鈴木1貞弘,小塚滋,闘坂知節
耳鼻炭. V0139, NO.6, PP.604-614,1996
頭詮外内頸動脈瘤の3症例
渡邊健一,鈴木秀明,川瀬哲明,池Ⅱ1勝久, Ni坂知節
耳喉頭頸. V01.68, NO.フ, PP.592-595,1996
media with e丘UsionTympanostomy tube treatment ln recurrent otltls
Tomonori Takasaka, Koji Hozawa, Fumi sho]1, YUIくiko Takahashi, Kayo
Jingu, Mika Adachi, Toshimitsu Kobayashi
Recent Advances in otitis Media, PP.197-199,1997
副4゛腔の炎症とアレルギー
商坂知節
Π耳4H牛'1晶地ブj部会会帳. NO.15, PP.26-30,1997
Secretory mechanisms of the submucosal nasal gland ceHS
Tomonori Takasaka, Katsuhisa lkeda, Masayuki Furukawa
Am. J. Rhin01. V01.11, NO.5, PP.491-493,1997
LOW-dose long-term ery血romydn treatment for secretory otitis media in
Chi]dhood
KojiHozawa, Masaaki suzuld, Kayo Jingu, Yukiko Takahashi, Tomonori
Takasaka
Recent advances in otitis Media, PP.217-219,1997
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中 咽 頭 肩 平 上 皮 癌 前 壁 型 症 例 の 検 討
舘 田 勝 , 松 浦 ・ 一 登 , 橋 本 省 , 鳥 坂 知 節
Π 咽 科 .  V 0 1 . 9 ,  N O . 2 ,  P P . 3 0 9 - 3 1 3 , 1 9 9 7
当 科 に お け る 中 明 頭 局 平 上 皮 無 症 例 の 検 討
松 浦 ・ 一 登 , 仏 竹 順 ・ , 舘 田 勝 , 古 田 文 明 , 橋 本 省 , 問 坂 知 節
頭 頸 部 1 匝 揚 .  V 0 1 . 2 3 ,  N O . 1 ,  P P . 1 8 4 - 1 8 8 , 1 9 9 7
鼻 * 肌 莫 上 皮 紳 1 胞 の i n t e r 1 印 k i n - 8 分 泌 に 対 す る マ ク ロ ラ イ ド の 抑 制 効 果
鈴 木 秀 明 , ト 村 明 , 池 田 勝 久 , 古 川 正 斗 き , 高 坂 知 節
Π 鼻 誌 .  V 0 1 3 6 ,  N O . 2 ,  P P . 1 2 9 - 1 3 4 , 1 9 9 7
慢 性 副 券 腔 炎 患 者 鼻 汁 に よ る 好 中 球 遊 疋 作 用 に つ い て
下 村 明 , 鈴 木 秀 明 , 池 Ⅲ 勝 久 , 問 坂 知 節
J a p a n e s e  J .  A n t i b i o t i c s .  V 0 1 . 5 0  S U P P I ,  A ,  P P . 7 2 - 7 4 , 1 9 9 7
培 銓 ヒ ト 券 粘 膜 卜 皮 細 胞 の 止 一 8 分 泌 と マ ク ロ ラ イ ド に よ る 川 励 " 効 果
鈴 木 秀 明 , 下 村 明 , 池 田 勝 久 , 古 川 正 亨 , 綿 谷 秀 弥 , 高 坂 知 節
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